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直入町長湯の人形作家、姫野晃司さん。
2008年に竹田市に移住し、人形工房「かじか」を
開業、伝統技法を生かした作品を作っています。
16年前からは干支にちなんだ人形「赤えと」を
１体１体手作りで製作。工房では、今年の干支
「イノシシ」くんたちの愛らしい表情が並んで
いました。
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待
望
の
中
九
州
横
断
道
路
が
竹

田
ま
で
延
伸
、
１
月
19
日
㈯
に
朝

地
～
竹
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
Ｉ

Ｃ
）の
区
間
が
開
通
し
ま
す
。

中
九
州
横
断
道
路
は
、
大
分
市

と
熊
本
市
を
結
ぶ
延
長
約
１
２
０

キ
ロ
の
地
域
高
規
格
道
路
。
今
回

開
通
す
る
区
間
は
、
豊
後
大
野
市

朝
地
町
板
井
迫
と
竹
田
市
会
々
の

間
の
６
キ
ロ（
片
側
１
車
線
）で
、
開

通
に
よ
り
竹
田
市
中
心
部
～
大
分

市
中
心
部
の
所
要
時
間
は
約
８
分

短
縮
さ
れ
、
約
56
分
と
な
り
ま
す
。

地
域
間
の
ア
ク
セ
ス
向
上
に
よ

り
、
本
市
の
産
業
振
興
、
観
光
の
発

展
に
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

命
を
守
り
、
災
害
に
備
え
る

竹
田
市
の
救
急
搬
送
人
数
は

１
３
４
８
人（
平
成
29
年
）。
そ
の

う
ち
約
３
割
に
あ
た
る
４
２
６
人

の
傷
病
者
が
市
外
に
搬
送
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
妊
産
婦
に
関
し
て

も
市
内
に
産
婦
人
科
が
な
い
た
め
、

市
外
で
の
受
診
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
ま
す
。

開
通
に
よ
り
、
患
者
の
移
動
に

か
か
る
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と

に
加
え
て
、
大
分
市
内
の
第
３
次

救
急
医
療
施
設（
大
分
大
学
医
学

部
附
属
病
院
、
ア
ル
メ
イ
ダ
病
院
、

大
分
県
立
病
院
）
ま
で
の
60
分
圏

域
が
拡
大
し
、
救
命
率
の
向
上
が

期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
、
同
道
路
は
大
規
模
災
害

時
の
国
道
57
号
の
代
替
道
路
、
救

援
物
資
の
輸
送
ル
ー
ト
と
し
て
の

役
割
を
担
い
、
防
災
の
機
能
も
果

た
し
ま
す
。

農
業
に
も
追
い
風

平
成
28
年
の
農
業
産
出
額
が
過

去
最
高
の
２
３
９
億
円
と
県
内
最

多
を
誇
る
農
業
王
国
・
竹
田
市
に

と
っ
て
、
都
市
圏
へ
と
つ
な
が
る
道

路
整
備
が
積
年
の
課
題
で
し
た
。

中
九
州
横
断
道
路
が
竹
田
ま
で

延
伸
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
特
産
の

ト
マ
ト
や
ピ
ー
マ
ン
、
カ
ボ
ス
な
ど

を
鮮
度
を
保
っ
た
ま
ま
市
場
へ
運

ぶ
こ
と
が
で
き
、
ま
た
大
都
市
圏
へ

の
市
場
拡
大
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

観
光
資
源
を
活
か
す

平
成
28
年
４
月
に
発
生
し
た

熊
本
・
大
分
地
震
の
影
響
に
よ
り
、

２
７
０
万
人
に
落
ち
込
ん
だ
本

市
へ
の
観
光
入
込
客
数
は
昨
年

２
８
１
万
人
ま
で
回
復
。
中
九
州

横
断
道
路
の
開
通
で
、
別
府
～
竹

田
を
結
ぶ
広
域
観
光
周
遊
ル
ー
ト

が
形
成
さ
れ
、
沿
道
地
域
へ
の
観
光

客
の
さ
ら
な
る
増
加
が
見
込
ま
れ

ま
す
。

ま
た
、
今
秋
開
催
さ
れ
る
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９

で
は
熊
本
や
大
分
で
も
試
合
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
外
国
人

旅
行
者
が
訪
れ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

世
界
最
大
級
の
旅
行
サ
イ
ト

「
ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
「
旅

好
き
が
選
ぶ
！
日
本
の
城
ラ
ン
キ

ン
グ
」
で
第
５
位
、
そ
の
う
ち
城
郭

部
門
で
１
位
を
獲
得
し
た
国
指
定

史
跡
岡
城
跡
、
岡
藩
の
風
情
が
残

大分市中心部まで約56分に

１
月

19
日
、
開
通
へ

中
九
州
横
断
道
路 

朝
地
―
竹
田
間

笹無田橋から大分方面を眺める

↑大分市方面

↑開通に向け、工事が進む竹田 IC 付近
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今月の目次  Lineup

広報

１月号

人　口　21,939　人

男　性　10,265　人

女　性　11,674　人

世帯数　10,301 世帯

  ※平成30年12月１日現在の住民基本台帳による

（ 前 月 比 ）

（ － 54 人 ）

（ － 17 人 ）

（ － 37 人 ）

（－ 24 世帯）

人口のうごき

別冊 岡の里ふるさとＵターン情報／たけ
た市民チャンネル 年末年始番組表

る
城
下
町
の
街
並
み
、
用
作
公
園

や
岡
城
、
竹
田
城
下
町
を
巡
る
奥

豊
後
オ
ル
レ
な
ど
、
観
光
資
源
を

活
か
し
な
が
ら
、
地
域
の
魅
力
に

磨
き
を
か
け
た
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

開
通
式

日
時　

１
月
19
日
㈯　

午
前
10
時

30
分
～

式
典　

竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉

※
午
後
４
時
か
ら
一
般
走
行
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

※
開
通
に
あ
わ
せ
て
、
今
後
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
詳
し
く
は

竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。（
１
月
上
旬
に
掲
載
予
定
）

中九州横断道路 朝地―竹田間１月19

日、開通へ

花めく、城下町の玄関口 ほか

大規模災害に備えて ほか

たけたんトピックス

＂竹田ルネサンス2018”  地域の豊かな文化

資源に光を！

締め切り迫る！第８回荒城の月短歌大会 

ほか

休日・夜間の在宅当番医院／市民が主役！

健康一直線

たけたんカレンダー

たけたんインフォ

たけたんインフォ／人権シリーズぬくもり

監査公表

竹田の婚活を＂のぞき見 ”コラム／たけた

ん新電力 ほか

学び舎／まるごと博物館

図書館に行こう

市長コラム「有由有縁」

童話童謡を次の100年へ

郷土の植物／すくすく１歳／誕生おめで

とう ほか

２

４

５

６

８
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23

24

■題　　字　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

12月14日に 竹田警察署
で行われた「交通安全も
ちつき大会」で、警察署
員に手伝ってもらいなが
ら餅をつく白丹保育所の
園児たち。信号機の色に
合わせた３色のシグナル
餅は「もちぃ～っと、ゆっ
くり走ろうぇ！」と、シル
バー、女性ドライバー協
議会の会員によりドライ
バーに手渡されました。

「おこさず あわず 事故ゼ
ロ」のスローガンのもと、
本年も安全安心なまちづ
くりをめざしましょう。

↑12月13日に安全祈願祭が行われ、造
成工事が始まった旧竹田中学校の
グラウンド跡地

※一戸建専用・兼用住宅ゾーンは26区画、集合住宅建築
可能ゾーンには7区画を整備。1月19日に開通する中
九州横断道路の竹田 IC から車で約１分の近さです。

植木政所

中九州ニュータウン造成開始

竹田ICから1分
未
ゆ め

来を育む街

本
市
で
は
、
旧
竹
田
中
学
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
跡
地
に
移
住
・
定
住
を
目

的
と
し
た
住
宅
団
地
の
造
成
工
事
を

開
始
し
ま
し
た
。

販
売
区
画
は
全
33
区
画
で
今
秋

に
完
成
予
定
。
２
月
か
ら
１
戸
建
て

住
宅
の
販
売
予
約
を
始
め
ま
す
。

中九州ニュータウンの概要
所在地　竹田市大字植木字政所759番１ほか

開発面積　15955.2平方メートル

販売区画　全33区画

分譲価格（予定）　267〜441万円

土地面積（予定）　201〜336平方メートル

交通　ＪＲ豊後竹田駅から徒歩約15分

☆住宅取得補助金制度あり

竹田総合学院TSG

亀の井自動車

学校・竹田

至長湯

至久住

中九州ニュータウン

造成地

中九州横断道路 竹田IC

会々七里交差点 国道57号

竹田整備工場

竹田温泉

花水月
竹田保育所

竹田クリニック

JR豊後竹田駅

問竹田市建設課　☎63-1111（内線241・242）
　竹田市土地開発公社　☎63-1111（内線256）
※竹田市公式ホームページ（https://www.city.taketa.oita.jp/）でもご覧
　いただけます。
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中九州横断道路 朝地―竹田間 １月19日、開通へ



「グリーンピア天神」がリニューアル

花めく、城下町の玄関口

→
施設のオープンを祝う関係者と
しらゆり幼稚園の園児たち

竹
田
市
飛
田
川
の
農
産
物
集
出
荷

施
設
「
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
天
神
」
が
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
併
設
し
た

施
設
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
12
月
１
日
、

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

国
道
57
号
と
国
道
５
０
２
号
が
交

わ
り
、
交
通
の
要
所
に
位
置
す
る
こ

の
エ
リ
ア
で
は
、
も
と
も
と
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
「
ロ
ー
ソ
ン
竹
田

飛
田
川
店
」
と
、
農
村
商
社
わ
か
ば

が
運
営
す
る
農
産
物
集
出
荷
・
直
売

施
設
「
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
天
神
」
が
営
業
。

交
通
量
が
多
く
、
搬
入
出
作
業
の
際

の
危
険
性
や
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
狭
さ

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
と
と

も
に
、
農
産
物
直
売
機
能
の
強
化
と

利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
今
年

６
月
に
集
出
荷
機
能
を
竹
田
市
森
林

組
合
隣
の
敷
地
に
移
転
、
グ
リ
ー
ン

ピ
ア
天
神
内
に
ロ
ー
ソ
ン
が
入
る
増

改
築
工
事
に
着
手
し
、
11
月
に
完
成
、

こ
の
日
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
農
村
商
社
わ
か
ば
理

事
長
の
首
藤
市
長
が
「
間
も
な
く
中

九
州
横
断
道
路
も
竹
田
ま
で
延
伸
さ

れ
る
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と

農
産
物
直
売
所
の
併
設
に
よ
る
相
乗

効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。

「
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
天
神
」
に
は
無
料

W

i-

F

i
を
備
え
た
イ
ー
ト
イ
ン

ス
ペ
ー
ス
や
ト
イ
レ
、
普
通
車
35
台

が
停
め
ら
れ
る
駐
車
場
を
併
せ
て
完

備
し
て
い
ま
す
。

本
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
を
増
や
し
、
返
礼
品
を

充
実
さ
せ
た
結
果
、
今
年
度
初
め
て

１
億
円
を
突
破
し
ま
し
た
。

11
月
末
で
の
納
税
額
は
昨
年
同
時

期
に
比
べ
、
６
倍
増
の
約
１
億
１
千
万

円（
約
１
万
１
千
件
）。
皆
さ
ま
か
ら

い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
竹
田
の
美
し

い
自
然
の
保
全
や
伝
統
文
化
の
継
承
、

移
住
定
住
の
促
進
な
ど
に
活
用
さ
れ

ま
す
。「
竹
田
を
元
気
に
！
」
―
皆
さ

ま
の
エ
ー
ル
を
胸
に
竹
田
市
は
頑
張

り
ま
す
！

竹
田
市
ふ
る
さ
と
納
税
特
設
サ
イ
ト

「
エ
ー
ル
d

e
竹
田
」は
コ
チ
ラ
か
ら
↓

h
ttp

s://w
w

w
.city.take

ta.o
ita.

jp
/fu

ru
sato

-taketa/

※
ふ
る
さ
と
納
税
の
画
像
や
返
礼
品

名
を
不
正
に
コ
ピ
ー
し
た
詐
欺
サ
イ

ト
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
十
分
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
企
画
情
報
課

☎
63-
４
８
０
１

優
れ
た
セ
ン
ス
で
地
域
の
情
報
を

発
信
し
て
い
る
小
冊
子
を
表
彰
す
る

「
第
６
回
ふ
る
さ
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

大
賞
」
で
、
本
市
が
発
行
し
た
『
暮
ら

す
よ
う
に
旅
す
る
竹
田
～
つ
く
り
て

の
つ
く
る
ば
』
が
楓
か
え
で

千ち

さ

と里
賞
を
獲
得

し
ま
し
た
。

全
国
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
１
５
５

点
か
ら
９
点
が
入
賞
。『
暮
ら
す
よ

う
に
～
』
は
「
竹
田
で
生
活
す
る
人
の

息
吹
を
感
じ
さ
せ
る
」
と
高
い
評
価

を
受
け
ま
し
た
。

↑インターネットに接続できる無料 Wi-Fiを備えた観光情報提
供＆イートインスペース

↑「たけた」を味わ
いつくすディープ
な旅を紹介。写真
やイラストを多く
使い、温かみが伝
わる

↑協定書を手にする（左から）青柳俊彦・ＪＲ九州代表取締役社
長、佐藤義興・阿蘇市長、後藤惟稔・竹田市商工観光課長

ふるさと納税

初の１億円突破！

竹
田
を
デ
ィ
ー
プ
に
紹
介

平
成
28
年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本

地
震
に
よ
り
、
国
道
57
号
や
Ｊ
Ｒ
豊

肥
本
線
が
被
害
を
受
け
、
現
在
も
復

旧
の
見
通
し
が
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。

２
０
１
９
年
に
は
熊
本
・
大
分
両

県
で
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の

試
合
が
、
２
０
２
０
年
に
は
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
外
国
人

旅
行
者
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、「
県
境
」「
官
民
」
の
枠
を
越
え

た
観
光
振
興
の
取
り
組
み
を
進
め
よ

う
と
、
12
月
５
日
、「
Ｊ
Ｒ
豊
肥
本
線

を
活
用
し
た
観
光
振
興
に
関
す
る
連

携
協
定
書
」
の
締
結
式
が
Ｊ
Ｒ
九
州

本
社（
福
岡
市
）で
行
わ
れ
ま
し
た
。

協
定
締
結
期
間
は
２
０
２
２
年
３

月
末
ま
で
。
今
後
は
Ｊ
Ｒ
九
州
と
連

携
し
た
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

や
、
駅
を
起
点
と
し
た
観
光
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
開
発
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
な
ど
、
約
３
年
に
わ
た

り
阿
蘇
・
竹
田
の
観
光
地
域
づ
く
り

に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

「
Ｊ
Ｒ
豊
肥
本
線
を
活
か
し
た
観
光
振
興
」推
進
に
向
け
協
定
締
結

阿
蘇
・
竹
田
の
魅
力
を
世
界
に
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大
規
模
災
害
発
生
時
の
対
応
力
の

向
上
や
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を

図
る
「
平
成
30
年
度
大
分
県
・
豊
肥

地
区
総
合
防
災
訓
練
」
が
11
月
25
日
、

竹
田
市
と
豊
後
大
野
市
を
会
場
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、「
激
し
い
雨
が
降
り
続

き
、
土
砂
崩
れ
の
危
険
性
が
高
ま
っ

て
い
る
な
か
、
日
向
灘
を
震
源
と
す

る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９·

０
の
地
震

が
発
生
。
震
度
６
弱
を
観
測
し
た
本

市
で
は
多
数
の
家
屋
が
倒
壊
、
ま
た

土
砂
崩
れ
に
よ
り
道
路
が
寸
断
し
、

孤
立
集
落
が
発
生
し
た
」
と
想
定
。

地
震
発
生
と
同
時
に
市
内
全
域
で

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
を
実
施
し
、

竹
田
市
役
所
駐
車
場
に
災
害
対
策
本

部
を
立
ち
上
げ
る
と
と
も
に
、
46
の

関
係
機
関
・
団
体
の
訓
練
関
係
者
約

４
０
０
人
参
加
の
下
、
各
訓
練
会
場

を
双
方
向
で
結
ぶ
映
像
伝
送
訓
練
や

炊
き
出
し
訓
練
、
避
難
所
開
設
・
運
営

訓
練
、
支
援
物
資
搬
送
訓
練
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
竹
田
市
七
里
の
Ｊ
Ｒ
線
路

内
で
は
「
地
震
に
よ
り
発
生
し
た
土

砂
崩
れ
に
列
車
が
乗
り
上
げ
脱
線
。

多
数
の
傷
病
者
が
出
た
」
と
の
想
定

で
救
出
訓
練
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た

竹
田
警
察
署
や
竹
田
市
消
防
署
、
災

害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
「
大
分
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
」
の
隊
員
ら
が
、
乗
客
役
の
中
学

生
30
人
を
車
内
か
ら
救
出
、
負
傷
の

程
度
に
応
じ
治
療
の
優
先
順
位
を
決

め
る
ト
リ
ア
ー
ジ
を
施
し
、
傷
病
者

を
搬
送
し
ま
し
た
。

11
月
28
日
に
行
わ
れ
た
初
訓
練

で
は
、「
大
規
模
災
害
が
発
生
し
、
多

数
の
避
難
者
が
出
た
」
と
の
想
定
で
、

県
の
要
請
を
受
け
た
Ｏ
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｔ
の

隊
員
５
人
が
避
難
所
の
都
野
公
民

館
を
訪
問
。
地
区
住
民
ら
約
20
人
の

心
身
の
状
態
や
治
療
中
の
疾
患
、
食

事
や
更
衣
な
ど
の
動
作
の
自
立
度

を
聞
き
取
る
「
福
祉
的
ト
リ
ア
ー
ジ
」

を
実
施
。
発
熱
を
訴
え
た
高
齢
者
を

病
院
へ
、
要
介
護
者
を
高
齢
者
福
祉

施
設
に
搬
送
し
、
他
の
避
難
者
に
は

リ
ハ
ビ
リ
専
門
の
隊
員
が
ス
ト
レ
ッ

チ
を
指
導
す
る
な
ど
、
心
身
の
ケ
ア

に
努
め
ま
し
た
。

同
チ
ー
ム
の
工
藤
忠た
だ
た
か孝

隊
長
は

「
助
か
っ
た
命
が
、
中
長
期
の
避
難
生

活
に
よ
る
体
調
悪
化
や
ス
ト
レ
ス
、

エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
な
ど
が

原
因
の
災
害
関
連
死
で
失
わ
れ
る
こ

と
を
防
ぎ
た
い
。
災
害
発
生
時
の
迅

速
な
支
援
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、

行
政
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、

県
内
外
に
支
援
の
輪
を
広
げ
た
い
」

と
力
を
込
め
ま
し
た
。

「
第
14
回
歳
末
助
け
合
い
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
」
が
12
月
１
日
、
竹
田

市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
〈
グ
ラ
ン
ツ
た

け
た
〉で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
午
前
と
午
後
の
部
に
合
わ

せ
て
33
団
体
が
出
演
。
竹
田
南
高
校
・

三
重
総
合
高
校
久
住
校
・
竹
田
高
校

の
生
徒
た
ち
の

演
目
の
紹
介
に

よ
り
、
舞
踊
や
フ

ラ
ダ
ン
ス
、
寸
劇

な
ど
の
ス
テ
ー

ジ
が
次
々
に
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
終
日

多
く
の
来
場
者

が
詰
め
か
け
て

い
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

皆
さ
ま
に
お
買
い
上
げ
い
た
だ
い

た
協
力
券
１
５
０
９
枚（
平
成
30
年
12

月
５
日
現
在
）
の
売
り
上
げ
は
、
地
域

福
祉
促
進
の
た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
同
時
に
行
っ
た
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳

末
助
け
合
い
義
援
金
」
街
頭
募
金
活

動
で
は
、
８
０
９
２
５
円
の
募
金
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
善
意
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

竹
田
市
社
会
福
祉
課　
　

竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

↑列車から中学生を救助する竹田消防署の署員ら

↑自衛隊員が炊き上げたご飯でおにぎりを作る参加者

↑血圧を測りながら、体調や持病の有
無などを聞き取るＯＤＣＡＴの隊員

↑看護師や介護福祉士、社会福祉士ら58人で結成した大久保病院緊急時災害
ケア派遣チーム（ＯＤＣＡＴ）

大
規
模
災
害
に
備
え
て

大久保病院緊急時災害ケア派遣チーム

ＯＤＣＡＴが初訓練
大規模災害時に県などの要請を受け、被災施設や避難所

等に出動し、高齢者や子ども、障がい者など配慮が必要な人

の支援にあたる災害派遣福祉チーム（ＤＣＡＴ）。９月19日、

久住町の社会医療法人社団大久保病院が、県内では初とな

る大久保病院緊急時災害ケア派遣チーム（ＯＤＣＡＴ）を結

成しました。

つ
な
が
り  

さ
さ
え
あ
う

   

み
ん
な
の
地
域
づ
く
り↑ステージを華やかに飾った出演者の皆さん

5 2019 年 1 月発行

大規模災害に備えて ほか



公益社団法人日本南画院（町
まち

田
だ

泰
たいせん

宣

会長）による「第58回日本南画院大作

展」が11月28日から12月３日まで、竹

田市総合文化ホール〈グランツたけた〉

で開催されました。

会場には「第58回日本南画院展」（東

京国立新美術館、京都市美術館別館・

京都市勧業館みやこめっせ、大阪市立

美術館）に出展された作品の中から、

選りすぐりの作品20点が展示されま

した。

Ｊ
Ｒ
豊
後
竹
田
駅
の
待
合
室
に

「
岡
本
ふ
れ
あ
い
図
書
館

Ｊ
Ｒ
豊
後

竹
田
駅
リ
サ
イ
ク
ル
文
庫
」
が
設
置

さ
れ
、
12
月
17
日
、
開
設
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
文
庫
は
「
駅
の
利
用
者
や
近

12
月
15
日
、
竹
田
市
出
身
の
落
語

家
・
月つ
き
て
い亭

太た
い
ゆ
う遊（

本
名
・
後
藤
征

し
ょ
う
へ
い

平
）さ

ん
が
、
竹
田
の
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
を

テ
ー
マ
と
し
た
新
作
落
語
会
「
ネ
オ

ラ
ク
ゴ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー
」
を
開
き

ま
し
た
。

題
材
は
「
踏
み
絵
床
抜
け
事
件
」。

１
７
３
８
年
、
商
家
「
垂
水
屋
」
で
大

勢
の
人
が
集
ま
り
踏
み
絵
を
し
て
い

る
最
中
、
床
が
抜
け
役
人
も
ろ
と
も

転
げ
落
ち
る
と
、
そ
こ
は
地
下
室
で

マ
リ
ア
像
が
祭
ら
れ
て
い
た
と
い
う

事
件
を
、“
落
ち
”
を
付
け
披
露
し
ま

し
た
。

会
場
と
な
っ
た
竹
田
市
竹
田
町
の

竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
ホ
ー
ル
に
は
多
く

の
観
客
が
詰
め
か
け
、
太
遊
さ
ん
の

巧
み
な
話
芸
に
終
始
大
き
な
笑
い
が

起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

隣
の
人
に
、
気
軽
に
本
に
親
し
ん
で

も
ら
お
う
」
と
、
平
成
28
年
３
月
、
旧

岡
本
小
学
校
内
に
オ
ー
プ
ン
し
た

岡
本
ふ
れ
あ
い
図
書
館
（
後
藤
篤
館

長
）
が
抱
え
る
１
万
７
千
冊
の
蔵
書

の
中
か
ら
、
３
０
０
冊
を
今
回
設
置

し
た
も
の
で
す
。

後
藤
館
長
は
「
駅
の
協
力
で
文
庫

を
置
く
こ
と
が
で
き
た
。
本
は
貸
出

期
間
を
設
け
ず
、
持
ち
帰
り
自
由
、

返
却
も
自
由
。
列
車
や
バ
ス
を
待
つ

間
、
気
軽
に
手
に
取
っ
て
読
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

今
後
、
岡
本
ふ
れ
あ
い
図
書
館
の

本
を
随
時
補
充
し
な
が
ら
、
利
用
者

に
愛
さ
れ
る
文
庫
を
め
ざ
し
て
い
く

と
の
こ
と
で
す
。

竹
田
高
等
学
校
山
岳
部
の
本
田

一か

ず

き葵
さ
ん
、
森
響ひ

び

き生
さ
ん
、
矢
野
あ
ゆ

み
さ
ん
、
清
田
幸ゆ

き姫
さ
ん（
い
ず
れ
も

２
年
）
が
12
月
22
日
と
23
日
に
埼
玉

県
で
開
催
さ
れ
た
「
第
９
回
全
国
高

等
学
校
選
抜
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
選
手
権
大
会
」
に
出
場
し
ま
し
た
。

完
登
を
め
ざ
し
て
４
人
の
選
手
が

高
い
壁
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

大
分
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
の

小お

ざ

わ澤
和か

ず

ま真
さ
ん
（
３
年
・
都
野
中
出

身
）、
菊き
く
ち
こ
う

地
孔
明め

い

さ
ん（
２
年
・
直
入
出

身
）
が
12
月
30
日
か
ら
等
々
力
陸
上

競
技
場
他
会
場
で
開
催
さ
れ
る
「
第

97
回
全
国
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
選
手

権
大
会
」
に
出
場
し
ま
す
。

県
大
会
で
は
小
澤
さ
ん
は
Ｄ
デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ
ー

Ｆ
、

菊
地
さ
ん
は
M
ミ
ッ
ド
フ
ィ
ー
ル
ダ
ー

F
と
し
て
フ
ル
出

場
し
、
優
勝
に
貢
献
。
全
国
の
舞
台

で
も
２
人
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

江
戸
時
代
に
岡
藩
の
財
政
を
支
え

た
岡
大
豆
は
、
全
国
一
の
評
価
を
受

け
、
そ
の
値
段
は
当
時
の
大
豆
相
場

を
左
右
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
岡
大
豆
を
復
興
さ
せ
、
ブ

ラ
ン
ド
化
を
図
ろ
う
と
、
大
学
地
域

連
携
運
営
協
議
会（
麻
生
一
雄
代
表
）

と
別
府
大
学
で
は
、
平
成
29
年
度
に

「
岡
大
豆
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立

ち
上
げ
、
大
豆
の
栽
培
と
研
究
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
振
り
返

る
座
談
会
が
12
月
16
日
、
竹
田
市
文

化
財
管
理
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
て
い
る
別

府
大
学
文
学
部
の
学
生
４
人
が
岡
大

豆
の
栽
培
や
収
穫
に
つ
い
て
の
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

今
後
は
、竹
田
に
伝
わ
る
岡
大
豆
が

国
の
機
関
に
登
録
さ
れ
て
い
る
岡
大

豆
と
同
じ
も
の
か
遺
伝
子
分
析
を
行

う
と
と
も
に
、
大
豆
を
使
っ
た
食
品
開

発
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

高
み
を
め
ざ
し
て

新
作“
キ
リ
シ
タ
ン
落
語
”

気軽に本に親しんで

↑リサイクル文庫には小説や伝記、漫画などさまざ
まなジャンルの本が並んでいます

↑「踏み絵床抜け事件」を題材としたキリ
シタン落語を初披露した月亭太遊さん

↑全国の舞台に挑戦した（左から）森響生さん、
本田一葵さん、矢野あゆみさん、清田幸姫
さん

↑12月２日には町田会長のほか潮見冲天副会長、堀江
春美理事長による揮毫会が行われました

↑植え付けや収穫作業に携わった学
生がこれまでの取り組みを報告

↑全国大会に出場する小澤和真さん（左）と菊地
孔明さん。初戦は12月31日㈪、愛知県代表の
東邦高校と対戦します

ピッチで輝きを放つ

南画の里に大作ズラリ

岡
大
豆
で
地
域
活
性
化

広報たけた平成 31 年 1 月号 6



10月18日に開催された「第68回大分県高等学

校中央弁論大会」において、竹田南高等学校の向

井優
ゆうな

奈さん（３年）が最優秀賞に、宮本記
きりゅう

龍さん（同）

が優良第１席に輝きました。

向井さんは「光と闇の世界」、宮本さんは「それ

が自分」を演題にスピーチ。向井さんは幼少期に

負った心の傷を抱えながらも、つらい思いや苦し

んでいる人に手を差し伸べることの大切さを話し、

宮本さんは自身の病気を受け入れて、普通に接し

てくれる家族や仲間に心が救われたことを述べ

たそうです。

向井さんは県代表として出場した「福澤諭吉記

念第57回全国高等学校弁論大会」（12月７日、中

津市）でも、見事優秀賞を獲得しました。

心に響いた
２人の
スピーチ

井い

だ田
吉よ

し

継つ
ぐ

さ
ん
に

大
分
合
同
新
聞
福
祉
賞

「
入
所
者
の
皆
さ
ん
の
表
情
を
見
た

だ
け
で
体
調
の
変
化
が
わ
か
る
」

−

介
護
老
人
保
健
施
設
「
岡
の
苑
」
施

設
長
の
井
田
吉
継
さ
ん（
93
歳
・
三
砂
）

が
大
分
合
同
新
聞
福
祉
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

ダ
ム
建
設
に
著
し
く
功
績
の
あ
っ

た
個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
「
第
38

回
ダ
ム
建
設
功
績
者
表
彰
」
を
、
玉

来
ダ
ム
の
地
権
者
や
周
辺
自
治
会

の
会
員
で
構
成
す
る
玉
来
ダ
ム
対
策

協
議
会
の
石
川
雄
一
会
長
（
79
歳
・

川
床
下
）が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

杉
乃
井
ホ
テ
ル
（
別
府
市
）
の
総

料
理
長
を
務
め
る
竹
田
市
出
身
の

成
安
宣
章
さ
ん（
68
歳
）
が
、
食
文
化

の
推
進
に
功
績
の
あ
っ
た
料
理
人
に

贈
ら
れ
る
食
生
活
文
化
賞
に
九
州

で
唯
一
選
ば
れ
ま
し
た
。

成
安
さ
ん
は
高
校
を
卒
業
後
、
同

ホ
テ
ル
に
就
職
。
フ
ラ
ン
ス
修
行
等

で
西
洋
料
理
の
腕
を
磨
き
、
13
年
前

か
ら
総
料
理
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

現
在
は
約
１
８
０
人
の
ス
タ
ッ
フ
を

束
ね
て
お
り
、
若
手
の
育
成
に
力
を

注
ぐ
と
と
も
に
、
主
婦
や
親
子
を
対

象
に
し
た
料
理
教
室
、
地
震
や
豪
雨

の
被
災
地
で
の
炊
き
出
し
活
動
な

ど
が
高
く
評
価
さ
れ
、
今
回
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

「
現
役
を
続
け
な
が
ら
、
家
庭
に

あ
る
も
の
で
簡
単
に
で
き
る
料
理
を

教
え
て
い
き
た
い
」
と
話
す
成
安
さ

ん
。「
地
元
竹
田
で
も
教
室
を
開
け

た
ら
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
書
の
甲
子
園
」
の
愛
称
で
親
し
ま

れ
て
い
る
「
第
27
回
国
際
高
校
生
選

抜
書
展
」
の
団
体
の
部
で
、
大
分
県

立
竹
田
高
等
学
校
書
道
部
が
九
州
・

山
口
地
区
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

ま
た
、
個
人
の
部
で
も
佐
藤
希
の
ぞ
み

さ
ん

（
３
年
）
が
大
賞
、
松
本
奈な

な

は

菜
花
さ
ん

（
同
）が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
る
な
ど
15

人
が
入
賞
入
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

「
賞
が
取
れ
る
と
思
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
驚
い
た
」
と
話
す
荒
巻
香か

ほ帆

部
長（
３
年
）。
１
日
２
～
３
時
間
の

練
習
時
間
を
有
意
義
な
も
の
に
す
る

た
め
、
書
に
集
中
す
る
と
き
と
休
憩

を
取
る
と
き
の
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る

と
と
も
に
、
温
か
い
雰
囲
気
づ
く
り

を
心
掛
け
た
と
い
う
。「
休
日
の
練

習
で
は
、
部
員
18
人
で
一
緒
に
お
昼

ご
は
ん
を
食
べ
な
が
ら
、
意
見
を
出

し
合
い
、
個
々
の
力
を
高
め
た
」
と
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
が
受
賞
に
つ

な
が
っ
た
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。地

域
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
高
齢
者
福
祉
施
設

へ
の
訪
問
な
ど
、
地
域
と
の
交
流
を

深
め
て
き
た
竹
田
高
校
書
道
部
。
今

後
も
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

井
田
さ
ん
は
旧
森
町（
現
玖
珠
町
）

出
身
。
九
州
大
学
医
学
部
を
卒
業

後
、
医
師
免
許
を
取
得
し
、
大
分
市

内
で
内
科
医
と
し
て
勤
務
。
35
歳
の

と
き
、
竹
田
市
内
に
消
化
器
内
科
「
井

田
医
院
」
を
開
業
し
ま
し
た
。
88
歳

で
閉
院
し
た
後
、「
岡
の
苑
」
の
施
設

長
に
就
き
ま
し
た
。
現
在
は
入
所
者

68
人
の
診
察
を
行
い
、
一
人
一
人
の

体
調
に
目
を
配
っ
て
い
ま
す
。

晴
れ
た
日
は
自
宅
ま
で
30
分
か
け

て
歩
い
て
帰
る
と
い
う
井
田
さ
ん
。

「
毎
晩
の
晩
酌
が
楽
し
み
。
夜
８
時
に

は
横
に
な
り
、
朝
６
時
に
目
が
覚
め

る
。
早
寝
早
起
き
と
、
好
き
嫌
い
な

く
何
で
も
よ
く
食
べ
る
こ
と
が
健
康

の
秘
訣
」
と
優
し
く
穏
や
か
な
笑
顔

で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

↑「100歳を超えても現役の医師だっ
た 聖路加国際病院名誉院長 の 故

日
ひ の

野原
はら

重
しげあき

明さんが目標です」と話
す井田さん

→
県高校中央弁論大会で優秀
な成績を収めた向井優奈さ
んと宮本記龍さん

↑地区準Ⅴに輝いた竹田高校書道部の皆さん

第
27
回
国
際
高
校
生
選
抜
書
展

竹
田
高
、
地
区
準
Ⅴ

ダ
ム
建
設
功
績
者
表
彰

石
川
雄
一
さ
ん
が

受
賞

↑約16年にわたり事業推進の取りま
とめ役として尽力された石川さん。

「地域や協議会が一体となって取り
組んだ成果が受賞につながった」

↑「とても光栄なこと」と受賞を
喜ぶ成安さん

成
なりやす

安宣
のぶあき

章さん

食生活
文化賞に輝く
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10月６日から11月25日までの51日間、県

内全域で開催された国民文化祭、全国障害者

芸術・文化祭。

「竹田ルネサンス2018」をテーマに、関連事業も含めて16の事

業を開催し、「たけた竹灯籠『竹楽』」も合わせると市内外から約

11万人が来場されました。

10月７日にオープンを迎えた市民待望の竹田市総合文化ホー

ル〈グランツたけた〉では、竹田市ならではの文化事業を開催し、

多くの来館者で賑わいました。

閉幕

第33回国民文化祭・おおいた2018

第18回全国障害者芸術・文化祭おおいた大会

↑女優の檀ふみさんと荻地域の若手農業者によるディスカッション

↑男性日本舞踊集団「弧の会」がスペシャルゲストで
出演し、優美な「荒城の月」の舞で観客を魅了しま
した

↑２日間で1500人を超える来場者、「つくりて・つな
ぎて・つかいて」で賑わう会場

な
ど
「
ま
ち
づ
く
り
」「
地
域
づ
く
り
」

「
ひ
と
づ
く
り
」
へ
と
つ
な
が
る
取
り

組
み
を
展
開
し
ま
し
た
。

お
お
い
た
２
０
１
８

荻
地
域
文
化
交
流
祭

〔
11
月
23
日
㈮
、
荻
福
祉
健
康
エ
リ
ア
〕

荻
の
大
地
に
水
を
引
く
た
め
、
難

工
事
に
挑
ん
だ
先
人
た
ち
の
苦
難
と

喜
び
を
描
い
た
郷
土
演
劇
「
豊
穣
の

大
地
」
を
緑
ヶ
丘
中
学
校
２
年
生
が

熱
演
。
ま
た
、
女
優
の
檀
ふ
み
さ
ん

と
荻
地
域
で
農
業
に
従
事
す
る
若
者

と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
頼

も
し
い
農
業
後
継
者
の
姿
に
「
子
ど

も
た
ち
が
郷
土
に
誇
り
を
持
て
る
よ

い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
と
来
場
者

か
ら
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

文
化
資
源
を
次
の
世
代
へ

竹
田
市
は
瀧
廉
太
郎
や
田
能
村
竹

田
な
ど
多
く
の
芸
術
家
を
輩
出
し
、

川
端
康
成
な
ど
の
文
化
人
が
こ
こ
竹

田
に
旅
の
足
跡
を
残
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
隠
し
キ
リ
シ
タ
ン
や
世
界
一

の
炭
酸
泉
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

お
い
て
独
自
の
歴
史
や
自
然
、
地
域

文
化
や
風
土
を
醸
成
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
行
わ
れ
た
「
竹
田
ル
ネ
サ
ン

ス
２
０
１
８
」
で
は
、
先
人
た
ち
か
ら

受
け
継
い
で
き
た
文
化
資
源
に
あ
ら

た
め
て
光
を
当
て
る
こ
と
で
、
次
の

世
代
に
つ
な
い
で
い
く
事
業
を
実
施

し
ま
し
た
。
一
方
で
、
若
い
世
代
の

移
住
・
定
住
が
進
ん
で
お
り
、
新
し
い

活
力
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

若
い
ク
リ
エ
イ
タ
ー
ら
が
次
の
ス

テ
ッ
プ
へ
進
む
ス
テ
ー
ジ
と
な
る
事

業
を
実
施
し
た
ほ
か
、「
街
中
キ
ラ
リ

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

瀧
廉
太
郎
に
捧
ぐ

「
荒
城
の
月
」
フ
ェ
ス
タ

〔
11
月
24
日
㈯
、
竹
田
市
総
合
文
化

ホ
ー
ル
〕

12
歳
か
ら
の
２
年
あ
ま
り
を
竹
田

で
過
ご
し
た
瀧
廉
太
郎
が
残
し
た
名

曲
「
荒
城
の
月
」。
思
い
思
い
の
方
法

で
「
荒
城
の
月
」
を
表
現
す
る
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
本
市
出
身

の
タ
ッ
プ
ダ
ン
サ
ー
古
ふ
る
し
ょ
う庄

里の
り

好た
か

さ
ん

と
市
内
の
小
学
生
15
人
が
、
練
習
を

重
ね
た
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
を
披
露
。「
荒

城
の
月
」
を
作
詞
し
た
土
井
晩
翠
の

出
身
地
・
仙
台
市
の
声
楽
家
ら
が
特

別
出
演
し
た
ほ
か
、
全
国
公
募
に
よ

り
県
内
外
か
ら
全
10
組
が
出
演
。
太

鼓
や
バ
ン
ド
演
奏
、
吹
奏
楽
、
合
唱
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル

の
「
荒
城
の
月
」
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
男
性
日
本
舞
踊
集
団
「
弧
の

会
」
や
尺
八
演
奏
家
の
藤
原
道
山
さ

ん
な
ど
４
組
の
特
別
ゲ
ス
ト
が
出
演
。

「
竹
田
」「
岡
城
」「
荒
城
の
月
」
等
の
コ

ン
テ
ン
ツ
と
と
も
に
、
楽
聖
「
瀧
廉
太

郎
」
を
市
内
外
に
発
信
し
ま
し
た
。

ア
ー
ト
ク
ラ
フ
ト
・
フ
ェ
ア

in
竹
田

〔
11
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰
、
竹
田
市
総

合
文
化
ホ
ー
ル
〕

も
の
づ
く
り
を
生
業
と
す
る
人
々

が
集
ま
っ
て
き
て
い
る
竹
田
市
。
も

の
づ
く
り
を
応
援
す
る
地
域
ブ
ラ

ン
ド
の
創
出
、
次
世
代
を
担
う
“
つ

く
り
て
”
た
ち
の
発
表
の
機
会
を
生

み
出
し
て
い
こ
う
と
、
作
家
作
品
の

展
示
、
藍
染
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を

開
催
し
ま
し
た
。“
つ
な
ぎ
て
”
で
あ

る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
オ
ー
ナ
ー
な
ど
が

出
展
作
家
の
選
考
に
携
わ
り
、
市
内

を
含
む
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
作
家

27
組
が
作
品
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
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“
竹
田
ル
ネ
サ
ン
ス
２
０
１
８
”



↑図録では蛍丸復元プロ
ジェクトなどを掲載

↑集まった募金を阿蘇神社に手渡す興梠房
興さん（右端）と福留房幸さん（右から２人
目）。２人は「蛍丸伝説プロジェクト」で行
方不明となっている同神社の宝刀「蛍丸」
の復元刀を制作し、同神社に寄贈されてい
ます

地
域
の
豊
か
な
文
化
資
源
に
光
を
！

　

　

　

　

　

　

　

　

　

 

～
芽
吹
き
と
再
生
～

図
録
を
販
売
し
ま
す

阿
蘇
神
社
の
復
興
を
支
援

「
竹
田
で
出
会
う
美
し
い
日
本
」
展

の
図
録（
１
０
０
０
円
・
税
込
）を〈
グ

ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
窓
口
に
て
販
売
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く
だ

さ
い
。

「
竹
田
で
出
会
う
美
し
い
日
本
」
展

で
、
刀
剣
の
展
示
や
会
場
の
設
営
、
来

場
者
へ
の
案
内
や
説
明
、
刀
剣
の
銘

切
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
竹
田
市
豊

後
刀
愛
好
会
な
ど
有
志
の
方
々
が
、

熊
本
地
震
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た

阿
蘇
神
社
の
復
興
を
支
援
す
る
た
め
、

会
場
で
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

12
月
５
日
、
寄
せ
ら
れ
た
募
金

４
２
７
７
０
円
を
阿
蘇
神
社
に
届
け

た
荻
町
の
刀
匠
・
興
梠
房
興
さ
ん
は
、

「『
蛍
丸
伝
説
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
で
縁

の
あ
る
阿
蘇
神
社
。
毎
年
の
よ
う
に

自
然
災
害
が
日
本
各
地
で
発
生
し
て

お
り
、
阿
蘇
神
社
の
災
害
も
忘
れ
ら

れ
か
ね
な
い
。
被
災
し
た
こ
と
が
風

化
し
な
い
よ
う
に
、
銘
切
な
ど
自
分

た
ち
が
で
き
る
こ
と
で
協
力
し
た
い
。

ま
た
、
自
分
た
ち
の
活
動
で
刀
剣
の

文
化
が
注
目
さ
れ
、
裾
野
が
広
が
れ

ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

①アーティストの牛島光太郎さんらによるトークイベント〔TAKETA ART CULTURE 2018〕／②城下町の眺望を臨むこ
とができる旧竹田荘で「城下町茶会」を開催。野点によるお茶席で一息つく観光客〔竹田茶ノ湯暦〕／③〝隠しキリシ
タンの里〟竹田を巡るガイドツアーや「織部流茶会」を開催。イコン画などのキリシタン資料を鑑賞する来場者〔古田
織部と竹田キリシタン〕／④展示された川端康成の手紙や直筆の色紙を鑑賞する来館者〔竹田で出会う美しい日本プ
ロジェクト「美を追求した作家が魅せられたまち」〕／⑤〈グランツたけた〉の芝生広場でマルシェを開催。多くの市民
の皆さんで賑わいました〔「城下町と市場」〕／⑥女優の橋本マナミさんと温泉家の北出恭子さんが長湯温泉と美容に
ついてトークを展開〔全国炭酸泉シンポジウム2018〕／⑦荻町を拠点に活動する興梠房興さんらが挑んだクラウドフ
ァンディング「蛍丸伝説プロジェクト」。岐阜県関市の関鍛冶伝承館に寄贈された「蛍丸写し」などが展示されました

〔竹田で出会う美しい日本〕／⑧日本文学研究家のロバート・キャンベルさんと直木賞作家の江國香織さんが南画の里・
竹田で、田能村竹田の作品を読み解きました〔ロバート・キャンベル×江國香織トークイベント「消えゆくものと芽吹
くもの」〕／⑨音楽をはじめとする文化芸術に触れることの重要性について話す伊藤京子さん〔開館記念ピアノ・室内
楽コンサート「音楽に出会う日」〕／⑩タケハコ教室で映画制作に関わった子どもたちと竹８シネマプロジェクトのプ
ロジェクトリーダーの小笠原順子さん〔竹８シネマプロジェクト地域映画「竹田ん宝もん」完成映画上映会・トークイ
ベント〕／⑪第42回収穫祭・久住キンダーフェストの会場では、市内で制作活動をしている作家と障がい福祉施設の
利用者が協働で制作した作品を展示〔竹田みんなでアート〕／⑫日頃の練習の成果を披露する竹田混声合唱団の皆さ
ん／⑬竹田市神楽座の研修舞では多くの市民や神楽ファンが来場。勇壮な舞を楽しみました〔「耕す里」の竹田文化祭〕
／⑭竹楽期間中、農村回帰城下町交流館「集」を「里山保全館」として開館。イベントの趣旨やこれまでの取り組みの
軌跡を紹介するパネルやアルバムを展示しました〔第19回たけた竹灯籠『竹楽』〕／⑮首藤市長と意見を交わす俳優の
榎木孝明さん〔「くじゅうの山」絵画コンクール作品展覧会＆榎木孝明トークショー〕

①

⑧ 

⑩ ④

⑪ ⑤

⑥⑫

⑬

⑦ ②

③

⑭ ⑨

⑮
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締
め
切
り
迫
る
！
第
８
回
荒
城
の
月

短
歌
大
会

出張！なんでも鑑定団in竹田で

は、「お宝鑑定」「観覧」ともに、たく

さんのご応募をいただきありがと

うございました。

収録の様子は次の日時でご覧い

ただけます。

日時　２月17日㈰　正午～
放送局　ＴＯＳテレビ大分
※なお、同番組は１月15日㈫午後

８時54分から、ＴＶＱ九州放送（テ

レビ東京系列）でもご覧になれます。

↑カティア・ブニアティシヴィリ

↑寺本建雄さん

↑仙台フィルハーモニー管弦楽団

２月17日放映決定!

グ
ラ
ン
ツ
「
ふ
ら
っ
と
×
気
楽
に
０

才
か
ら
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

【
第
３
弾
】寺
本
建
雄
お
も
し
ろ
コ
ン

サ
ー
ト

日
時　

１
月
12
日
㈯　

午
後
０
時
15

分
～
０
時
45
分

会
場　

〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
市
民
ラ

ウ
ン
ジ

2
月
24
日
㈰
に
開
催
さ
れ
る
「
仙

台
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
コ

ン
サ
ー
ト
～
ひ
び
け　

歌
声
と
と
も

に
～
」
に
て
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
構
成
・

演
出
・
作
曲
を
担
当
す
る
寺
本
建
雄

さ
ん
に
よ
る
お
も
し
ろ
コ
ン
サ
ー
ト
。

入
場
は
無
料
で
す
。

〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉イ
ベ
ン
ト
情
報

 

公
演
チ
ケ
ッ
ト
発
売
情
報

１
月
14
日
㈪
午
前
10
時
～
発
売
開
始

グ
ラ
ン
ツ
映
画
館
「
玉
洗
劇
場
」

上
映
作
品
：「
こ
の
世
界
の
片
隅
に
」

（
２
０
１
６
年
／
日
本
／
１
２
６
分
）

日
時　

２
月
16
日
㈯　

午
前
10
時
・

午
後
１
時
30
分
・
午
後
６
時
30
分（
３

回
上
映
・
各
30
分
前
開
場
）

会
場　

〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉キ
ナ
ー
レ

入
場
料
（
消
費
税
込
）

一
般
１
０
０
０
円

高
校
生
以
下
５
０
０
円（
当
日
券
は

２
０
０
円
増
し
）

好
評
発
売
中

カ
テ
ィ
ア
・
ブ
ニ
ア
テ
ィ
シ
ヴ
ィ
リ

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

日
時　

２
月
９
日
㈯　

午
後
１
時
30

分
開
場
／
午
後
２
時
開
演

会
場　

〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
廉
太

郎
ホ
ー
ル

入
場
料
（
全
席
指
定
／
消
費
税
込
）

一

般
６
０
０
０
円

市
民
割
引
５
０
０
０
円

高
校
生
以
下
３
０
０
０
円

〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉廉
太
郎
企
画

仙
台
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽

団
コ
ン
サ
ー
ト
～
ひ
び
け　

歌
声

と
と
も
に
～

日
時　

２
月
24
日
㈰　

午
後
２
時
30

分
開
場
／
午
後
３
時
開
演

会
場　

〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
廉
太
郎

ホ
ー
ル

入
場
料
（
全
席
指
定
／
消
費
税
込
）

一
般
２
０
０
０
円

高
校
生
以
下
１
０
０
０
円

Ⓒこうの史代・双葉社「この世界の片隅に」
製作実行委員会

広報たけた平成 31 年 1 月号 10

締め切り迫る！第８回荒城の月短歌大会 ほか

今
年
の
題
詠
は
「
花
」
で
す
。
募

集
締
め
切
り
は
１
月
11
日
㈮
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ　

①
題
詠
「
花
」、
②
自
由
題

内
容　

作
品
は
自
作
で
未
発
表
の
も

の
に
限
り
、
1
テ
ー
マ
に
つ
き
一
人

２
首
ま
で
。
２
つ
の
テ
ー
マ
の
う
ち

ど
ち
ら
か
、
も
し
く
は
両
方
に
応
募

可
。
題
詠
に
つ
い
て
は
必
ず
「
花
」
の

文
字
を
入
れ
る
こ
と
。
読
み
方
は
問

い
ま
せ
ん
。

選
考　

選
者
は
川
野
里
子
氏（
歌
人
、

第
15
回
若
山
牧
水
賞
受
賞
、
竹
田
市

出
身
）

表
彰　

「
一
般
の
部
」
は
テ
ー
マ
ご

と
に
最
優
秀
賞
１
首
・
優
秀
賞
２

首
・
佳
作
10
首
／
「
小
中
学
生
の
部
」

「
高
校
生
の
部
」
は
テ
ー
マ
ご
と
に

最
優
秀
賞
１
首
・
優
秀
賞
２
首
・
佳

作
５
首

※
特
別
賞
と
し
て
、
角
川
『
短
歌
』

編
集
部
賞
１
首
（
最
優
秀
首
よ
り
選

考
）
を
表
彰
し
ま
す
。

発
表
方
法　

入
選
作
品
は
２
月
中
旬

に
大
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報

た
け
た
３
月
号
に
て
発
表
予
定
。
３

月
16
日
の
「
荒
城
の
月
短
歌
大
会
」

に
て
表
彰
し
ま
す（
個
別
の
通
知
は

入
選
者
の
み
）。

応
募
方
法

⑴
窓
口
持
参
ま
た
は
郵
送
で
提
出
す

る
場
合

指
定
応
募
様
式（
大
会
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出
。
ま
た

は
、
官
製
は
が
き
に
作
品
、
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電
話
番
号

を
記
入
し
郵
送
。
学
校
単
位
で
ま
と

め
て
応
募
す
る
場
合
に
は
、
青
少
年

団
体
用
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
し

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑵
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
場
合

メ
ー
ル
本
文
に
郵
送
と
同
じ
内

容
を
記
入
す
る
か
、
指
定
の
応
募
様

式
に
必
要
事
項
を
記
入
し
た
も
の
を

添
付
し
、
メ
ー
ル（E-m

ail

：bu
n

ka@

city.taketa.lg
.jp

）
で
送
信
し
て
く

だ
さ
い
。

⑶
応
募
フ
ォ
ー
ム
よ
り
投
稿
す
る
場

合
大
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
応
募

フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事
項
を
入
力
し
、

投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
締
切　

１
月
11
日
㈮
※
必
着

▪提
　

・
問
竹
田
市
役
所
文
化
政
策
課

「
荒
城
の
月
短
歌
大
会
」
担
当

（
〒
８
７
８-

０
０
２
４　

大
分
県
竹

田
市
大
字
玉
来
１-

１
）

☎
０
９
７
４-

63-

４
８
３
７



小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関

 １／ １㈫ 豊後大野市民病院

 １／ ２㈬ 豊後大野市民病院

 １／ ３㈭ 豊後大野市民病院

 １／ ５㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

 １／ ６㈰ 豊後大野市民病院

 １／ 12㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

 １／ 13㈰ 豊後大野市民病院

 １／ 14㈪ 豊後大野市民病院

 １／ 19㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

 １／ 20㈰ みやわき小児科

 １／ 26㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

 １／ 27㈰ 豊後大野市民病院

 ２／ ２㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

 ２／ ３㈰ 豊後大野市民病院

問豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）／みやわき小児科（☎0974-24-0230）

三重東クリニック（☎0974-22-6333）／竹田市立こども診療所（☎63-3838）

受付時間　8:30～11:30（こども診療所は9:00～12:00） 

診療時間　9:00～12:00（三重東クリニックは8:30～12:00）

受診時の注意　当番医療機関についてはやむを得ず変更になる場合が
あります。あらかじめ当番医療機関または竹田市消防署（☎63-0119）
に電話でご確認ください。また、院外薬局が休みの場合には、あらか
じめ用意された約束処方となることがあります。なお、毎月の当番表
については、大分県豊肥保健所のホームページの「おおいた医療情報
ほっとネット」にも掲載しています。

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

 １／ １㈫ 長湯ごとう歯科 ☎ 75-3001

 １／ ２㈬ 長湯ごとう歯科 ☎ 75-3001

 １／ ３㈭ まつもと歯科クリニック ☎ 62-2400

 １／ ６㈰ 久住加藤医院　歯科診療部 ☎ 76-0008

 １／ 13㈰ 長湯ごとう歯科 ☎ 75-3001

 １／ 14㈪
未　定

（大分県歯科医師会ホームページをご確認ください）
 １／ 20㈰

 １／ 27㈰

※診療時間　9：00～12：00（受付11：30まで）
※診療時間を確認のうえ、受診してください。
※当番医院の情報については、大分県歯科医師会のホームページで
も確認することができます。

休日及び夜間の在宅当番医院

１月の在宅当番医院

受付時間　平日夜間18：00～21：00　土曜日13：00～21：00

　　　　　日曜、祝日9：00～21：00

注意事項

・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもらう

ようお願いします。

・当番医院は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事

前に症状などを電話で連絡したうえで受診してください。

・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

・原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休

日当番医院を受診してください。

※当番医院の情報については、変更になる場合があります。最新

の情報は、ケーブルテレビのデータ放送「休日当番医」をご覧

いただくか、竹田市消防署（☎ 63-0119）でも確認できます。

当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号

  1㈫ 大久保病院 ☎64-7777 17㈭ 須小耳鼻咽喉科 ☎63-3387

  2㈬ 竹田医師会病院 ☎63-3241 18㈮ 竹田クリニック ☎64-9000

  3㈭ 大久保病院 ☎64-7777 19㈯ 大久保病院 ☎64-7777

  4㈮ 伊藤医院 ☎75-2222 20㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241

  5㈯ 大久保病院 ☎64-7777 21㈪ 志賀内科 ☎63-2083

  6㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241 22㈫ 道全内科 ☎63-2270

  7㈪ 道全内科 ☎63-2270 23㈬ 秦医院 ☎63-2246

  8㈫ 志賀内科 ☎63-2083 24㈭ 竹田診療所 ☎62-4014

  9㈬ 久住加藤医院 ☎76-0008 25㈮ 佐藤医院 ☎68-2005

10㈭ くどう循環器科・内科 ☎63-2304 26㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241

11㈮ 柚須医院 ☎63-2016 27㈰ 大久保病院 ☎64-7777

12㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241 28㈪ 道全内科 ☎63-2270

13㈰ 大久保病院 ☎64-7777 29㈫ 志賀内科 ☎63-2083

14㈪ 竹田医師会病院 ☎63-3241 30㈬ 古島眼科 ☎63-2407

15㈫ 加藤内科医院 ☎63-2006 31㈭ 柚須医院 ☎63-2016

16㈬ 志賀内科 ☎63-2083

休日・夜間の在宅当番医院／市民が主役！健康一直線

久
住
地
域
に
は
５
つ
の
健
康
づ
く

り
組
織
が
あ
り
、
自
分
の
健
康
づ
く

り
だ
け
で
な
く
地
域
住
民
へ
の
普
及

啓
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
Ｏ
Ｂ
会
は

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
中
心
に
し
た
健
康

づ
く
り
団
体
で
、
毎
年
夏
に
「
早
朝

さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」
を

実
施
、
み
つ
わ
会
は
減
塩
・
野
菜
摂

取
・
郷
土
料
理
の
普
及
な
ど
、
食
を
通

じ
た
健
康
づ
く
り
を
40
年
以
上
続
け

て
お
り
、
12
月
に
は
75
歳
以
上
の
一

人
暮
ら
し
の
方
に
手
作
り
お
せ
ち
の

折
詰
弁
当
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

い
ち
ご
の

会
は
男
性

も
厨
房
に

入
ろ
う
と

料
理
を
通

し
て
健
康

づ
く
り
に

取
り
組
み
、

や
ま
び
こ

会
は
糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣
病
を
予

防
す
る
た
め
の
学
習
を
深
め
て
い
ま

す
。
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
会
は
、
お
茶
の

間
筋
ト
レ
や
、
め
じ
ろ
ん
元
気
ア
ッ

プ
体
操
を
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
や
住

民
に
広
め
、
運
動
に
よ
る
健
康
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
５
つ
の
組
織
の
合
同
学
習
会

を
11
月
28
日
、
久
住
公
民
館
で
開
催

し
ま
し
た
。
講
師
の
竹
田
医
師
会
病

院
の
大
腸
・
肛
門
外
科
部
長
、
田
中
栄

一
先
生
は
「
が
ん
の
中
で
大
腸
が
ん

に
か
か
る
人
が
一
番
多
い
。
年
に
１

回
は
便
潜
血
法
に
よ
る
検
診
を
必
ず

受
け
、
精
密
検
査
と
判
定
さ
れ
た
場

合
は
、
全
大
腸
内
視
鏡
検
査
を
受
け

る
こ
と
が
重
要
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

受
講
さ
れ
た
各
組
織
の
会
員
か
ら

熱
心
に
質
問
が
あ
り
、
関
心
の
高
さ

が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

問
竹
田
市
久
住
支
所
地
域
振
興
課

☎
76-

１
１
１
１

〈
お
知
ら
せ
〉

大
腸
・
肛
門
外
科
が
新
設
さ
れ
ま
し
た

昨
年
10
月
か
ら
竹
田
医
師
会
病

院
に
大
腸
・
肛
門
外
科
が
新
設
さ
れ
、

田
中
栄
一
先
生
が
着
任
さ
れ
ま
し

た
。
市
外
の
医
療
機
関
を
受
診
し

な
く
て
も
診
察
や
検
査
、
治
療
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

か
か
り
つ
け
医
の
元
に
紹
介
状

を
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
、

気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

市民が主役！

健康一直線
第10回 久住地域健康づくり

組織学習会

↑５つの健康づくり組織が集まり、合
同学習会を開催

田中栄一先生
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３
・第32回新春たこあげ大会 9:00
　〜受付 9:30〜開会（竹田市総
　合運動公園） ※材料費500円
　（先着80人）☎62-4861（竹田
　市レクリエーション協会事務
　局・後藤）

４ ５

10
・竹田温泉「花水月」休館日
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹
　田市総合社会福祉センター）
　☎75-3688（竹田市保険健康課
　温泉利用相談室）
・おはなしルーム 14:00-14:30（竹
　田幼稚園）

11
・健幸運動教室 13:30-15:00
　（直入公民館）☎75-3688（竹
　田市保険健康課温泉利用相
　談室）

12
・平成31年竹田市消防出初式
　（リハーサル） 9:00〜（竹田市
　総合運動公園陸上競技場）
・豊肥家畜市場〔子牛〕 9:30〜せ
　り開始（豊後豊肥家畜市場）

17
・竹田温泉「花水月」休館日
・こころの健康相談 13:30-15:30（荻
　支所）※要予約（相談日の前日午
　前中まで）☎63-3346（竹田市心
　の相談支援事業所）
・おはなしルーム 14:00-14:30（南
　部幼稚園）

18
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田
　市総合社会福祉センター）☎75-
　3688（竹田市保険健康課温泉利
　用相談室）
・健幸運動教室 13:30-15:00（直入
　公民館）☎75-3688（竹田市保険
　健康課温泉利用相談室）

19

24
・竹田温泉「花水月」休館日
・国民宿舎久住高原荘休館日
・大分県交通事故巡回相談 10:00-15:00（大
　分県豊肥振興局）※要予約 ☎63-1171（豊
　肥振興局）
・３歳児健診・プレママ教室 13:00〜受付
　（竹田市総合社会福祉センター）
・こころの健康相談 13:30-15:30（久住保健
　センター）※要予約（相談日の前日午前
　中まで）☎63-3346（竹田市心の相談支援
　事業所）
・精神保健相談 14:00-16:00（大分県豊肥保
　健所）※要予約 ☎0974-22-0162（豊肥保
　健所）

25
・健幸運動教室 13:30-15:00（直
　入公民館）☎75-3688（竹田市
　保険健康課温泉利用相談室）

26

31
【 納期限 】国民健康保険税（10

期）、介護保険料・後期高齢者医
療保険料（７期）
・竹田温泉「花水月」休館日

よりそいカフェに
参加しませんか

【竹田】

・11日・25日㈮
　13：30-15：30 古町商栄会

【荻】

・８日・29日㈫
　13：00-15：00 荻「しらみず」

【久住】

・８日㈫・24日㈭
　13：00-15：00 久住「りんどう」

【直入】

★11日・25日㈮
　13：00-15：00 直入「ゆのはな」

【竹田北部「双城」】

・17日・★ 24日㈭
　13：00-15：00 出会いの湯

【竹田南部「あけぼの」】

・９日㈬ 13：00-15：00 入田分館
・15日㈫ 13：00-15：00 嫗岳分館
・23日㈬ 13：00-15：00 宮砥分館

【都野】

・２日㈬ 13：30-15：30
　くたみたきのう館
★19日㈯ 13：30-15：30
　グループホームくたみのもり
★は大分県認知症疾患医療セ
ンターによる認知症予防講座
を開催します。

よりそいカフェは認知症の人
やその家族、地域の住民らが
気軽に交流できる場所です。

700MHz帯携帯電波による
テレビの受信障害

１月24日㈭（予定）から竹田・久
住地域の一部において、携帯電話
の新しい電波利用が開始されま
す。アンテナ受信の場合はテレ
ビ映像に影響が出る恐れがあり
ます。影響が出た場合は一般社

団法人700M
メガヘルツ

Hz 利用推進協会が

回復作業を行いますので、連絡を
お願いします。
問700MHz テレビ受信障害対策
コールセンター　☎0120-700-
012または050-3786-0700
※午前９時～午後10時（年中無
休）

 行政なんでも相談所

地域 相談日 時　間 開　催　場　所
竹田

１月16日㈬
午前10時

～正午

竹田市総合社会福祉センター 相談室 
荻 荻公民館　幼児室

久住 久住公民館　健康相談室
直入 直入支所　小会議室 

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで
　「困ったら一人で悩まず行政相談！」
〔竹田〕阿南　　茂☎67-2608　〔 荻 〕佐藤　孝幸☎68-3510
〔久住〕本郷　俊一☎76-1304　〔直入〕児玉　龍明☎75-2426

感電事故防止のお願い「シルバーふれあい短歌・俳句・川柳展」
作品募集

竹田市すこやか子育て応援券

ＨＩヒロセスーパーコンボ
竹田店でも利用可能に

凧揚げの季節になりましたが、感

電事故防止のため、電線付近で凧揚

げをしたり、電柱や鉄塔に昇ったり

しないようお願いします。

なお、万が一凧が電線等にかかっ

た場合は、自分で取ろうとせず、お

近くの九州電力までご連絡ください

ますようお願いします。

九州電力株式会社

募集資格　60歳以上の方で県内在住者

応募点数　１人につき短歌は１首、俳句は２句、川

柳（課題は「朝」）は２句　※未発表作品に限る

募集締切　１月31日㈭※消印有効

※竹田市高齢者福祉課、生涯学習課、各支所地域振

興課に備え付けているチラシの専用応募ハガキで

応募のこと。（参加料無料）

問竹田市高齢者福祉課　☎63-1111（内線139）

「竹田市すこやか子育て応援券」が㈱ＨＩ

ヒロセ竹田店でも利用できるようになりま

した。

また、子育て応援サービスもありますので、

積極的な応援券の活用をお願いします。

問竹田市社会福祉課子育て支援係

☎63-4811
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※陽目の里「名水茶屋」は３月末まで冬期休業します。

　 こ よ み



１ 元日

・2019年荻地域新春歩こう会
　6:00〜開会式・スタート（荻
　公民館から馬背野「高鼻公園」
　まで）※参加料 小学生以上100
　円☎68-2025（荻公民館）

２
・第42回相良慶隆杯竹田新春
　マラソン大会
　9:30〜開会式 10:30スタート
　（竹田市総合運動公園陸上競
　技場）☎090-4511-1288（竹田
　市陸上競技協会・志賀）

６ ７
・荻の里温泉休館日
・第１回竹田市農業委員会総会 
　13:30〜（市役所本庁３階第５
　会議室）

８
・おはなしひろば 10:30-11:00（竹
　田市立図書館おはなしひろば）
・健幸運動教室 13:30-15:00（直
　入公民館）☎75-3688（竹田市
　保険健康課温泉利用相談室）

９

13
・平成31年竹田市消防出初式 
　9:00〜（竹田市総合運動公園
　陸上競技場）※雨天時は竹田
　市総合社会福祉センター
・平成31年竹田市成人式 12:00
　〜受付 13:00〜開会（竹田市総
　合文化ホール〈グランツたけ
　た〉）

14 成人の日 15
・おはなしひろば 10:30-11:00（竹
　田市立図書館おはなしひろば）
・健幸運動教室 13:30-15:00（直
　入公民館）☎75-3688（竹田市
　保険健康課温泉利用相談室）

16
・温泉療養文化館「御前湯」休館日
・長湯おんせん市場休業日
・年金相談［完全予約制］
　10:00-15:00（竹田市高齢者いきい
　き交流センター）☎097-552-1211
　（日本年金機構大分年金事務所）
・大分県行政書士会無料相談会
　13:00-16:00（大分県行政書士会
　〔大分市〕）☎097-537-7089（大
　分県行政書士会事務局）

20 21
・荻の里温泉休館日
・国民宿舎久住高原荘休館日
・豊肥家畜市場〔成牛〕 9:30〜せ
　り開始（豊後豊肥家畜市場）

22
・国民宿舎久住高原荘休館日
・荻地域腹部超音波検査 8:00-10:00受付（荻
　福祉健康エリア）※事前予約必要（検査料
　3240円）☎68-2211（荻支所地域振興課）
・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田市立図書
　館おはなしひろば）
・健幸運動教室 13:30-15:00（直入公民館）☎
　75-3688（竹田市保険健康課温泉利用相談
　室）
・こころの健康相談 13:30-15:30（竹田市総合
　社会福祉センター）※要予約（相談日の前日
　午前中まで）☎63-3346（竹田市心の相談支
　援事業所）

23
・国民宿舎久住高原荘休館日
・荻地域腹部超音波検査
　8:00-10:00受付（荻福祉健康エリ
　ア）※事前予約必要（検査料3240
　円）☎68-2211（荻支所地域振興
　課）
・乳児（９～10か月児）健診 13:15
　〜受付（竹田市総合社会福祉セ
　ンター）

27
・第72回大分県民体育大会ス
　キー競技 9:30競技開始（九重
　森林公園スキー場）

28 29
・献血 10:00-16:00（竹田市総合社
　会福祉センター） ※11:15-12:30の
　間は行っていません
・おはなしひろば 10:30-11:00（竹
　田市立図書館おはなしひろば）
・健幸運動教室 13:30-15:00（直入
　公民館）☎75-3688（竹田市保険
　健康課温泉利用相談室）

30

年始の営業のお知らせ

月

間
・
そ
の

他

○「はたちの献血」キャンペーン

　（〜２/28）

○個人事業者の消費税および

地方消費税の確定申告

　（１/４〜３/31）

○緑の募金（１/15〜５/31）

○防災とボランティア週間

　（１/15〜21）

○全国学校給食週間

　（１/24〜30）

２月上旬の主な予定　※12月19日現在 「冬期の市道除雪作業」にご協力を
市では一定規模以上の降雪があった場合、市内建設業者に道路

の除雪出動を要請しますが、国道・県道を優先し、市道においては

幹線道路から順次除雪を行います。

降雪の状況にもよりますが、これまでと同様に相互扶助の精神に

より、自治会等での除雪作業にご協力をお願いします。

また、積雪時にチェーンまたはスノータイヤを装備していないと、

大分県道路交通法施行細則第14条第２号の法令違反になります。

雪道や凍結の可能性がある道路を走行する場合は、雪道対策を行い、

自己防衛に心掛けてください。

問竹田市建設課道路管理係　☎63-4808

年始の営業のお知らせ
★竹田温泉花水月（☎64-1126）
特別営業

　１月１日㈫ 大浴場 9:00～21:00

　１月２日㈬・３日㈭ 

　　　　　　 大浴場 11:00～21:00

　１月４日㈮　臨時休業

通常営業

　１月５日㈯ 大浴場 11:00～22:00

★荻の里温泉（☎64-9595）
　休まず通常どおり営業します

★長湯温泉療養文化館「御前湯」

（☎64-1400）
　１月３日㈭までは6:00～18:00

　１月４日㈮から通常営業します

★長湯おんせん市場（☎75-2805）
　水の駅おづる（☎64-7277）
　１月２日㈬まで休業し、３日㈭か

　ら営業します

★国民宿舎久住高原荘  （☎76-1211）
　１月１日㈫～３日㈭

大浴場 10:00～16:00

  ２日㈯ ・県病健康教室「腎臓の働きと CKD に
　　　　　ついて」 14:00-16:00（竹田市総合社

　　　　　会福祉センター）

  ３日㈰ ・第12回和気藹音コンサート
　　　　　13:00開演（竹田市総合文化ホール〈グ

　　　　　ランツたけた〉）

  ９日㈯ ・第２回B&G自分のカラダ測定・分析会
　　　　　13:00〜受付（竹田市総合社会福祉セ

　　　　　ンター）
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 農業委員会事務局からのお知らせ  ・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です（15日が土日
の場合は直前の金曜が締切日となります）。　問竹田市農業委員会事務局　☎ 63-4815



 

年　

金

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き

や
い
ざ
と
い
う
と
き
の
生
活
を
、
現

役
世
代
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う

考
え
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

具
体
的
に
は
、
若
い
と
き
に
公
的

年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
め
続
け

る
こ
と
で
、
年
を
と
っ
た
と
き
や
、
病

気
や
ケ
ガ
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
、

家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き

に
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。

◎
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で

の
人
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る

制
度
で
す
。
国
が
責
任
を
も
っ
て
運

営
す
る
た
め
、
安
定
し
て
い
ま
す
し
、

年
金
の
給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
保

障
さ
れ
ま
す
。

◎
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん

国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た
と

き
の
老
齢
年
金
の
ほ
か
障
害
年
金
や

遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。
障
害
年
金

は
、
病
気
や
事
故
で
障
が
い
が
残
っ

た
と
き
に
受
け
取
れ
ま
す
。
ま
た
、

遺
族
年
金
は
加
入
者
が
死
亡
し
た
場

合
、
そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維

持
さ
れ
て
い
た
遺
族（「
子
の
あ
る
配

偶
者
」
や
「
子
」）
が
受
け
取
れ
ま
す
。

子
と
は
18
歳
に
達
す
る
年
度
末
ま
で

の
子
、
ま
た
は
１
、２
級
の
障
が
い
の

状
態
に
あ
る
20
歳
未
満
の
子
が
対
象

で
す
。

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と
「
納

付
猶
予
制
度
」

★
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少

な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

対
象
と
な
る
学
生
は
、
大
学
、
大

学
院
、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等

専
門
学
校
、
特
別
支
援
学
校
、
専
修

学
校
及
び
各
種
学
校（
修
業
年
限
１

年
以
上
で
あ
る
課
程
）、
一
部
の
海
外

大
学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る
方
で

す
。

★
「
納
付
猶
予
制
度
」

学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
方
で
、

ご
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
に
、
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

問
大
分
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課　

☎
０
９
７-

５
５
２-

１
２
１
１

 

税
金
の
申
告

確
定
申
告
の
相
談
は
確
定
申

告
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
「
０
」

番
へ熊

本
国
税
局
で
は
、
１
月
16
日
㈬

か
ら
３
月
15
日
㈮
ま
で
の
間
、
所
得

税
・
消
費
税
・
贈
与
税
の
確
定
申
告
に

関
す
る
電
話
相
談
に
対
応
す
る
た
め
、

「
確
定
申
告
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
し
ま
す
。
最
寄
り
の
税
務
署（
竹

田
税
務
署　

☎
63-

３
１
４
１
）に
電

話
し
て
い
た
だ
き
、
音
声
ガ
イ
ダ
ン

ス
に
従
っ
て
「
０
」
番
を
選
択
し
た
後
、

ご
用
件
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。

１
月
か
ら
個
人
納
税
者
の
ｅ-

Ｔ
ａ

ｘ
の
利
用
手
続
き
が
よ
り
便
利
に

な
り
ま
す
。

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方
式 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い
て

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
経
由
ま
た
は
ｅ
‒

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら
、

ｅ
‒
Ｔ
ａ
ｘ
へ
ロ
グ
イ
ン
す
る
だ
け

で
よ
り
簡
単
に
ｅ
‒
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用

を
開
始
し
、
申
告
等
デ
ー
タ
の
送
信

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
初
期
設
定
及

び
申
告
等
デ
ー
タ
の
送
信
に
は
、
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
が
必
要
で

す
。

○
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
及
び
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
お
持
ち
で

な
い
方
に
つ
い
て
は
、
税
務
署
で
職
員

と
の
対
面
に
よ
る
本
人
確
認
等
に
基

たけたん

インフォ
1がつ

大分県・市町村合同で税金の滞納処分

による差押物品を公売します。本市からも

出品していますので、ぜひお越しください。

日時　１月27日㈰　午前９時30分開場
第１回入札　午前10時30分開始

第２回入札　午前11時40分開始

会場　別府市民体育館（別府市大字別府
3016番地の１）

当日入札に必要なもの
①購入代金（現金のみ）

②本人確認ができるもの（運転免許証等）

③印鑑（認印可、法人の場合は代表者印）

④代理人が入札する場合は委任状

※物品は現状での中古品扱いであり、保証

はありません。

※未成年の方は入札に参加できません。

※事情により、入札時間が変更になること

があります。

問大分県総務部税務課

☎097-506-2382
竹田市税務課特別収納推進室

☎63-1111（内線193・194・195）

後期高齢者医療制度に加入されている

方を対象に、糖尿病等の生活習慣病の早

期発見、早期治療を目的とした健康診査

を行っています。受診券の有効期限は平

成31年３月31日までとなっていますので、

まだ健診を受けられていない方はお早め

に受診してください。

生活習慣病等の治療を定期的にされて

いる方や、本年度特定健診またはそれに

相当する健診を受診された方は、必ずしも

受診する必要はありません。

健診を受ける際には、必ず健康診査受

診券と後期高齢者医療被保険者証をお持

ちください。

問大分県後期高齢者医療広域連合

☎097-534-1771（代表）
竹田市保険健康課国保・高齢者医療係

☎63-1111（内線178・179）

平成30年度 大分県市町村合同公売会

健康診査を受けましょう
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づ
い
て
税
務
署
長
が
通
知
し
た
Ｉ
Ｄ
・

パ
ス
ワ
ー
ド
の
み
で
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
か
ら
ｅ
‒
Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
送
信

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
平
成
30
年
１
月
以
降
、
確
定

申
告
会
場
な
ど
で
「
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー

ド
方
式
の
届
出
完
了
通
知
」
を
受
け

取
ら
れ
た
方
は
、既
に
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー

ド
方
式
に
対
応
し
た
Ｉ
Ｄ
を
お
持
ち

で
す
の
で
、
お
手
元
の
申
告
書
等
の
控

え
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
個
人
納
税
者
に
係
る
ｅ
‒
Ｔ
ａ
ｘ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ッ
ク
ス
の
閲
覧
に
つ
い

て
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
観
点
か

ら
、
平
成
31
年
１
月
以
降
、
原
則
と
し

て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
の
電
子
証

明
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

ｅ
‒
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（w

w
w

.

e
-ta

x.n
ta

.g
o

.jp

）
ま
た
は
ｅ
‒
Ｔ

ａ
ｘ
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
税
務
署　

☎
63-

３
１
４
１

※
自
動
音
声
案
内

平
成
31
年
度 

償
却
資
産（
固
定

資
産
税
）の
申
告
を
忘
れ
ず
に

償
却
資
産
と
は
、
土
地
及
び
家
屋

以
外
の
事
業
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で

き
る
資
産
で
す
。

そ
の
減
価
償
却
額
ま
た
は
減
価
償

却
費
が
、
法
人
税
法
ま
た
は
所
得
税

法
の
規
定
に
よ
る
所
得
の
計
算
上
、

損
金
ま
た
は
必
要
な
経
費
に
算
入
さ

れ
る
も
の
の
う
ち
、
そ
の
取
得
価
額

が
少
額
で
あ
る
資
産
そ
の
他
の
政
令

で
定
め
る
資
産
以
外
の
も
の
の
所
有

者
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
所
有
し

て
い
る
償
却
資
産
に
つ
い
て
、
そ
の

名
称
・
数
量
・
取
得
年
月
・
取
得
価
額
・

耐
用
年
数
等
を
申
告
す
る
こ
と
が
法

律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
申
告
書
受
理
後
、
地
方
税

法
に
基
づ
い
て
実
地
調
査
・
簡
易
調

査
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
書
類　

平
成
31
年
度
償
却
資

産
申
告
書（
１
部
）、
平
成
31
年
度
種

類
別
明
細
書（
１
部
）

提
出
期
限　

１
月
31
日
㈭
ま
で

提
出
先　

竹
田
市
税
務
課
資
産
係

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課

問
竹
田
市
税
務
課
資
産
係

☎
63-

１
１
１
１（
内
線
１
２
９
）

「
パ
ソ
コ
ン
農
業
簿
記
」
確
定

申
告
入
力
指
導
会

パ
ソ
コ
ン
農
業
簿
記
を
行
う
方
を

対
象
に
、
平
成
30
年
分
所
得
の
確
定

申
告
に
向
け
た
入
力
指
導
会
を
開
催

し
ま
す
。
疑
問
点
に
つ
い
て
入
力
指

導
会
で
相
談
す
る
方
式
を
取
り
ま
す

の
で
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
指

導
会
当
日
ま
で
に
伝
票
の
整
理
と
入

力
を
自
宅
で
行
っ
た
う
え
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
22
日
、
３
月
１
日
、
３
月

８
日（
い
ず
れ
も
金
曜
日
）

※
午
前
の
部
は
10
時
～
12
時
、
午
後

の
部
は
１
時
30
分
～
４
時
と
分
け
て

実
施
し
ま
す
。

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
会
議
室

対
象　

経
営
改
善
の
た
め
に
パ
ソ
コ

ン
で
農
業
簿
記
を
行
う
方
で
、
決
算

後
経
営
分
析
を
行
う
方

持
参
物　

パ
ソ
コ
ン
、
ソ
フ
ト
Ｃ
Ｄ
、

決
算
書
類
等

講
師　

ソ
リ
マ
チ
㈱
担
当
者
、
大
分

県
豊
肥
振
興
局
普
及
指
導
員

申
込
方
法　

開
催
日
２
日
前
ま
で
に

竹
田
市
農
政
課
へ
電
話
で
申
し
込
み

問
竹
田
市
農
政
課（
担
当
・
野
仲
）

☎
63-

４
８
０
５

 

消
費
者
行
政

消
費
者
行
政
に
関
す
る
市
長

表
明近

年
、
消
費
者
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
高

度
情
報
化
な
ど
に
よ
り
大
き
く
変
化

竹田市職員採用試験案内 求む！保健師・管理栄養士
本市では平成31年４月１日に採用する職員の追加募集を行います。

※試験案内・申込書等は竹田市総務課及び各支所地域振興課に用意してい

ます。郵便で請求する場合は、封筒の表に「採用試験申込書請求」と朱書きし、

返信用の封筒（Ａ４サイズ「角形２号」）に宛先・名前を記入し、140円切手を

貼って竹田市総務課職員係へ請求してください。

※試験案内は、竹田市公式ホームページにも掲載しています。

試験日時及び会場　第１次試験　１月27日㈰　竹田市役所３階会議室
申込締切　１月10日㈭　※当日消印有効
※受付は土・日・祝日、年末年始の閉庁日を除く、午前８時30分から午後５

時まで

▪申　・問竹田市役所総務課職員係（〒878-8555竹田市大字会 1々650番地）

☎63-1111（内線218）

試験職種・職務内容等

試験職種 採用予定者数 受験できる年齢要件と職務内容等

保健師 １名

・昭和58年４月２日以降に生まれた人

・保健師の免許を有する人（平成31年５月31日まで

　に資格取得見込みの人を含む）

・市の保健師としての業務等に従事

管理

栄養士
１名

・昭和63年４月２日以降に生まれた人

・管理栄養士の免許を有する人（平成31年５月31日

　までに資格取得見込みの人を含む）

・市の管理栄養士としての業務及び一般事務等の

　業務に従事

15 2019 年 1 月発行
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し
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
消
費
生
活

に
関
す
る
問
題
も
複
雑
か
つ
多
様
化

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
竹
田
市

で
は
平
成
21
年
度
に
相
談
窓
口
を
開

設
、
平
成
24
年
度
に
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。
専
門
の
相

談
員
が
契
約
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や

悪
質
商
法
に
よ
る
被
害
、
商
品
事
故

の
苦
情
な
ど
消
費
生
活
に
関
す
る
相

談
に
対
応
し
、
被
害
の
未
然
防
止
や

業
者
と
の
あ
っ
せ
ん
に
よ
る
被
害
の

回
復
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、
市
民
の
皆
さ

ま
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
啓

発
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
ま
で
整
備
し
た
消
費
者
相
談
体
制

の
一
層
の
強
化
を
図
り
、
消
費
者
行

政
の
充
実
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

平
成
31
年
１
月　

竹
田
市
長

 

指
定
管
理

市
立
久
住
保
育
所
の
指
定
管

理
者
を
公
募
し
ま
す

市
立
久
住
保
育
所
は
、
指
定
管
理

者
に
運
営
を
委
託
し
て
お
り
、平
成
31

年
３
月
末
が
契
約
期
限
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
地
方
自
治
法
及
び
竹
田
市
立

保
育
所
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、
来

年
度
か
ら
の
管
理
・
運
営
業
務
を
行
う

指
定
管
理
者
を
公
募
し
ま
す
。

○
施
設
の
概
要

名
称　

竹
田
市
立
久
住
保
育
所

所
在
地　

竹
田
市
久
住
町
大
字
久
住

６
５
０
９
番
地

指
定
予
定
期
間　

２
０
１
９
年
４
月

１
日
～
２
０
２
２
年
３
月
31
日

募
集
期
限　

１
月
23
日
㈬　

午
後
５

時
ま
で

※
業
務
内
容
や
応
募
資
格
等
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
竹
田
市
社
会
福
祉
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
説
明
会
及
び
施
設
見
学
会

日
時　

１
月
16
日
㈬　

午
後
２
時
～

会
場　

竹
田
市
立
久
住
保
育
所

申
込
期
限　

１
月
11
日
㈮　

午
後
５

時
ま
で

問
竹
田
市
社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援

係　

☎
63-

４
８
１
１

 

学
校
給
食

２
０
１
９
・
２
０
２
０
年
度

学
校
給
食
用
物
資
納
入
業
者

を
募
集
し
ま
す

竹
田
、
久
住
、
直
入
の
各
学
校
給

食
共
同
調
理
場
で
は
、
給
食
用
物
資

（
野
菜
、
果
物
、
精
肉
、
農
産
加
工
品

等
）
の
納
入
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

納
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
「
物
資

納
入
業
者
指
名
願
い
」
等
を
竹
田
中

央
学
校
給
食
共
同
調
理
場
管
理
係

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
に

必
要
な
書
類
は
各
調
理
場
に
設
置

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
給
食
物
資
の

納
入
に
は
一
定
の
条
件
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

提
出
期
限　

１
月
31
日
㈭
ま
で

有
効
期
間　

２
０
１
９
年
４
月
１
日

～
２
０
２
１
年
３
月
31
日

問
竹
田
中
央
学
校
給
食
共
同
調
理
場

管
理
係　

☎
63-

１
１
７
０（
平
日
の

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）

 

入　

札

平
成
31
・
32
年
度 

竹
田
市
工
事

等
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
受
付
を
開
始
し
ま
す

受
付
期
間　

県
内
の
建
設
業
者
は
、

１
月
15
日
㈫
か
ら
２
月
28
日
㈭
ま

で
、
県
外
の
建
設
業
者
及
び
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
は
、
２
月
１
日
㈮

か
ら
28
日
㈭
ま
で
（
い
ず
れ
も
土･

日
・
祝
日
を
除
く
）。
郵
送
ま
た
は
信

書
便
で
の
申
請
の
場
合
は
２
月
28

日
消
印
ま
で
有
効
。
封
筒
に
「
競
争

平成31年度 放課後児童クラブ利用申込受付を開始します
利用対象児童　保護者が労働等で昼間家庭にいない小学生等
申込受付期間　１月４日㈮～18日㈮

※募集チラシ、申込書等は各クラブ、竹田市社会福祉課、各支所地域振
興課に設置しています。
問竹田市社会福祉課子育て支援係　☎63-4811

放課後児童クラブ一覧

クラブ名 実施場所・電話番号 申込場所

竹田こねこクラブ 竹田幼稚園内　☎63-1186

利用を希望

するクラブ

南部こじかクラブ 南部幼稚園内　☎63-1104

荻町放課後児童クラブ 荻福祉健康エリア内　☎68-3056

久住校区学童保育
久住コミュニティセンター「青空」

☎090-5382-0972

都野校区学童保育 池ノ口集会所内　☎77-2155

なおいり児童クラブ なおいり保育園内　☎75-2380

祖峰っ子クラブ 旧祖峰幼稚園　☎69-2956

宮城台ワルがねクラブ 旧宮城台幼稚園内　☎66-2053

城原っ子クラブ 城原小学校　☎080-8587-4307

菅生放課後児童クラブ 菅生分館　☎63-1544

豊岡こいぬクラブ
豊岡小学校ランチルーム内

☎090-3668-6830

（仮）白丹小

放課後児童クラブ

白丹公民館

☎76-1151（白丹小学校）
白丹小学校
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こころちゃん

人
権

シリーズ　No.45

たけたんインフォ／人権シリーズぬくもり　

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
在
中
」

と
朱
書
き
す
る
と
と
も
に
、
受
付
票

の
送
付
用
の
返
信
用
封
筒
（
宛
名
明

記･
切
手
貼
付
）を
同
封
の
こ
と
。

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
（
正
午
～
午
後
１
時
の
間
を
除

く
）

受
付
場
所　

市
役
所
本
庁
１
階
契

約
検
査
室
（
郵
送
・
信
書
便
可
）

有
効
期
間　

県
内
及
び
県
外
建
設
業

者
は
１
年
間（
平
成
32
年
３
月
31
日

ま
で
）、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
は

２
年
間（
平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
竹
田
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
請
様
式
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。

※
解
体
工
事
に
係
る
経
過
措
置
期
間

が
平
成
31
年
５
月
31
日
で
終
了
し
、

６
月
以
降
の
解
体
工
事
の
発
注
に
つ

い
て
は
「
解
体
工
事
」
の
競
争
参
加

資
格
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
現
在
「
解
体
工
事
」
の
認
定
を
受

け
て
な
い
方
で
、
平
成
31
年
４
月
以

降
の
参
加
資
格
の
認
定
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
今
回
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
市
が
行
う
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
工
事
の
競
争
入
札
に
新
た
に
参

加
を
希
望
す
る
方
は
、
県
に
提
出
し

た
特
例
浄
化
槽
工
事
業
者
届
出
書

ま
た
は
浄
化
槽
工
事
業
登
録
申
請
書

の
写
し
を
、
竹
田
市
上
下
水
道
課
生

活
排
水
係（
☎
63-

１
１
１
１ 

内
線

１
８
１
・
１
８
５
）へ
別
途
提
出
願
い

ま
す
。
ま
た
、
市
が
平
成
31
・
32
年
度

に
発
注
す
る
漏
水
調
査
業
務
の
競
争

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
竹

田
市
上
下
水
道
課
庶
務
係（
☎
63-

１
１
１
１ 

内
線
１
８
３
）に
問
い
合

わ
せ
の
う
え
、
本
申
請
と
は
別
に
申

請
書
類
等
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
契
約
検
査
室

☎
63-

１
１
１
１

（
内
線
１
０
７
・
１
０
８
）

FAX
63-
１
１
４
１

 

相
談
会

司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
・

行
政
書
士
無
料
法
律
相
談

司
法
書
士
会
、
土
地
家
屋
調
査
士

会
、行
政
書
士
会
の
豊
肥
支
部
合
同
に

よ
る
無
料
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

１
月
12
日
㈯　

午
後
１
時
～

４
時

場
所　

豊
後
大
野
市
中
央
公
民
館
和

室（
市
役
所
２
階
）

相
談
内
容

○
司
法
書
士　

相
続
、
贈
与
、
売
買

等
の
不
動
産
の
登
記
／
会
社
設
立
等

の
商
業
登
記
並
び
に
各
種
法
人
登
記

／
少
額
訴
訟
に
関
す
る
事
件
等

○
土
地
家
屋
調
査
士　

建
物
新
築
増

築
、
土
地
分
筆
等
不
動
産
の
表
示
に

関
す
る
登
記
／
筆
界
特
定
等

○
行
政
書
士　

官
公
署
に
提
出
す
る

書
類
や
事
実
確
認
に
関
す
る
書
類
の

作
成
等

問
司
法
書
士（
佐
藤
）
☎
０
９
７
４

-

22-

８
６
２
８
／
土
地
家
屋
調
査
士

（
濱
田
）☎
０
９
７
４-

22-

６
３
３
２

／
行
政
書
士（
春
野
）
☎
０
７
０-

４
７
４
３-

２
９
９
０

わ
た
し
た
ち
は
、
特
定
の
集
団
や

人（
動
物
）に
対
し
て
単
純
化
し
た
イ

メ
ー
ジ
を
も
ち
が
ち
で
す
。

例
え
ば
、「
都
会
の
人
は
洗
練
さ
れ

て
い
る
」
と
い
っ
た
肯
定
的
な
も
の

か
ら
、「
都
会
の
人
は
冷
た
い
」
と
い
っ

た
否
定
的
な
も
の
ま
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
固
定
化
さ
れ
た
イ
メ
ー

ジ
を
「
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
」
と
い
い

ま
す
。

こ
う
い
っ
た
決
め
つ
け
た
見
方

は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
や
家
庭
で
の
会
話
な
ど
を
通
し
て
、

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
つ
く
り

あ
げ
ら
れ
て
い
く
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
決
め
つ
け
が
社

会
に
お
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

「
女
性
は
～
す
べ
き
だ
」「
高
齢
者
は

～
す
べ
き
で
は
な
い
」
な
ど
の
決
め

つ
け
た
見
方
が
支
配
的
に
な
り
、
個

人
の
自
由
な
生
き
方
や
考
え
が
で

き
な
く
な
る
こ
と
が
問
題
な
の
で
す
。

「
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
」
は
、
誰
し
も

が
少
な
か
ら
ず
も
っ
て
い
ま
す
。
ま

ず
大
事
な
こ
と
は
、
自
分
に
も
そ
の

よ
う
な
傾
向
が
あ
る
と
自
覚
す
る

こ
と
で
す
。
日
常
生
活
の
中
で
、「
昔

か
ら
や
っ
て
い
る
…
」「
み
ん
な
が

や
っ
て
い
る
…
」
か
ら
と
い
っ
て
す

べ
て
同
調
せ
ず
、
情
報
と
し
て
知
っ

た
こ
と
を
自
分
自
身
で
本
当
な
の
か

考
え
、
確
か
め
て
い
く
よ
う
心
が
け

る
こ
と
に
よ
り
、「
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
」

を
少
な
く
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
よ
り
良
い
人

間
関
係
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く

の
で
す
。

問
竹
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

☎
63-

４
８
１
７

差別をなくしていくために
―ステレオタイプを少なくするー
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監 

査 

公 

表
竹
田
市
監
査
委
員
　

　
　
児
　
玉
　
淳
　
一

　
　
阿
　
部
　
雅
　
彦

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
平
成
30
年
８
月
か
ら
10

月
ま
で
の
各
月
に
お
い
て
、
市
長
部
局
、

教
育
委
員
会
及
び
財
政
援
助
団
体
等

の
監
査
を
実
施
し
た
の
で
、
そ
の
結

果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
共
通
事
項

財
務
事
務
に
関
す
る
監
査
に
つ
い

て
は
事
前
に
精
査
を
し
、
監
査
当
日

は
証
書
類
及
び
そ
の
他
関
係
書
類
等

の
審
査
を
行
い
、
処
理
に
つ
い
て
修

正
が
必
要
な
箇
所
は
改
善
す
る
よ
う

指
導
し
た
。

  

市
長
部
局

■
農
政
課

農
業
及
び
林
業
振
興
に
一
層
取

り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
並
び
に
加
工
品
を

は
じ
め
と
す
る
六
次
産
業
化
に
積
極

的
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

指
定
管
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
管

理
運
営
等
の
指
導
を
更
に
強
化
す
る

と
と
も
に
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い

て
、
指
定
期
間
の
終
期
を
見
極
め
な

が
ら
、
検
証
・
検
討
を
重
ね
る
よ
う
要

望
す
る
。

■
畜
産
振
興
室

畜
産
経
営
の
維
持
と
安
定
の
た
め

に
、
関
係
機
関
と
更
な
る
連
携
を
図

ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
農
林
整
備
課

大
蘇
ダ
ム
完
成
後
の
維
持
管
理
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
国
へ
の
要
望

に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

地
籍
調
査
事
業
に
お
け
る
土
地
関

係
者
の
高
齢
化
等
様
々
な
問
題
点
等

を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
地
籍
の
明
確

化
を
図
る
た
め
に
、
国
・
県
等
へ
の
要

望
を
継
続
し
な
が
ら
一
層
取
り
組
ま

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

分
担
金
の
滞
納
整
理
に
更
に
取
り

組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
竹
田
保
育
所

子
ど
も
の
健
康
及
び
安
全
を
確
保

し
つ
つ
、職
員
一
丸
と
な
っ
て
子
ど
も
の

一
日
の
生
活
や
発
達
過
程
を
見
通
し
、

保
育
の
内
容
を
組
織
的
・
計
画
的
に
構

成
し
、
今
後
と
も
充
実
し
た
保
育
を

実
施
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

■
都
市
デ
ザ
イ
ン
課

「
城
下
町
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
構

想
に
基
づ
く
、
民
間
側
の
事
業
計
画

を
主
導
し
て
い
く
組
織
づ
く
り
を
更

に
進
め
る
と
と
も
に
、
目
標
期
間
内

の
事
業
完
了
に
向
け
取
り
組
ま
れ
る

よ
う
要
望
す
る
。

■
建
設
課

市
民
の
安
全
・
安
心
確
保
の
た
め

の
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
計
画
の
策
定

に
向
け
て
の
点
検
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
き
め
細
や
か
な
道
路
巡
視
に

取
り
組
み
、
道
路
、
橋
り
ょ
う
、
ト
ン

ネ
ル
等
の
維
持
に
一
層
取
り
組
ま
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。

■
会
計
課

歳
入
・
歳
出
の
審
査
に
お
い
て
は
、

法
令
等
に
基
づ
き
厳
正
な
審
査
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
基
金
・
出
資
金
の

適
正
な
運
用
に
引
き
続
き
取
り
組
ま

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
財
政
課

将
来
を
見
据
え
た
財
政
改
革
に
積

極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
税
の

徴
収
率
向
上
に
よ
る
歳
入
確
保
や
、

公
共
施
設
等
の
総
合
的
か
つ
計
画
的

な
管
理
運
営
を
推
進
し
、
安
定
的
な

財
政
基
盤
の
確
立
を
目
指
し
た
持
続

可
能
な
財
政
運
営
を
一
層
進
め
る

よ
う
要
望
す
る
。

庁
内
滞
納
債
権
対
策
会
議
の
目
標

達
成
に
向
け
た
積
極
的
な
取
り
組
み

を
要
望
す
る
。

  

教
育
委
員
会

■
各
校
共
通

い
じ
め
等
の
事
案
に
対
し
て
は
、

引
き
続
き
職
場
全
体
で
見
逃
さ
な
い

対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
常
に
関

係
機
関
と
迅
速
・
緊
密
な
連
携
を
図

ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
都
野
小
学
校

教
育
目
標
の
「
郷
土
を
愛
し
豊
か

な
心
と
自
ら
学
ぶ
意
欲
を
持
ち
、
た

く
ま
し
く
生
き
る
子
ど
も
の
育
成
」

に
向
け
て
、
家
庭
・
地
域
と
の
連
携
を

図
り
、
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。

■
菅
生
小
学
校

学
校
教
育
目
標
の
「
か
し
こ
く

や

さ
し
く

挑
戦
す
る

子
ど
も
の
育
成
」

に
向
け
て
、
家
庭
・
地
域
と
の
連
携

を
更
に
深
め
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望

す
る
。

■
豊
岡
小
学
校

学
校
教
育
目
標
の
「
心
豊
か
で

自

ら
学
び

心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い
子

ど
も
の
育
成
」
に
向
け
て
の
取
り
組
み

に
併
せ
、
人
権
教
育
等
に
つ
い
て
も
更

に
充
実
を
図
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
荻
小
学
校

学
校
教
育
目
標
の
「
み
ん
な
が
輝

く
、
楽
し
い
学
校
」
に
向
け
て
、
家
庭
・

地
域
・
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、

更
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
都
野
中
学
校

教
育
目
標
の
「
自
ら
学
び
、
考
え
、

行
動
す
る
、
心
豊
か
な
生
徒
の
育
成
」

に
向
け
て
、
家
庭
・
地
域
と
の
連
携
を

図
り
、
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

■
緑
ヶ
丘
中
学
校

学
校
教
育
目
標
の
「
自
主
・
協
働

そ
し
て

自
立
」
に
向
け
て
、
家
庭
や

地
域
と
連
携
し
て
更
に
取
り
組
ま
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。

■
学
校
支
援
セ
ン
タ
ー

運
営
目
標
の
「
組
織
の
力
を
生
か

し
、
竹
田
市
全
体
の
学
校
教
育
の
推

進
に
取
り
組
む
」
に
向
け
て
、
関
係
機

関
と
の
連
携
を
図
り
、
教
育
支
援
の

充
実
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

■
学
校
給
食
共
同
調
理
場

成
長
期
に
あ
た
る
児
童
生
徒
の
健

康
の
増
進
と
体
位
の
向
上
を
図
る
た

め
の
学
校
給
食
の
運
営
に
、
更
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

給
食
費
の
収
納
に
つ
い
て
は
、
新

た
な
未
納
を
生
じ
な
い
取
り
組
み
を

関
係
機
関
と
共
に
構
築
す
る
よ
う
要

望
す
る
。
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財
政
援
助
団
体
等

■
各
団
体
共
通

財
政
援
助
等
に
係
る
出
納
及
び

そ
の
他
出
納
に
関
連
す
る
事
務
に
つ

い
て
、
関
係
書
類
を
監
査
し
た
結
果
、

補
助
金
等
は
目
的
ど
お
り
執
行
さ
れ

て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

■
竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

竹
田
市
に
お
け
る
自
然
・
歴
史
・
文

化
な
ど
地
域
固
有
の
資
源
を
生
か
し

た
観
光
・
交
流
事
業
の
健
全
な
発
展

と
振
興
を
、
官
民
の
連
携
を
基
に
更

に
進
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会

地
域
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
が
参
画
す
る
経
済
団
体
と
し
て
、

地
域
経
済
活
性
化
の
主
体
的
役
割
を

引
き
続
き
果
た
さ
れ
る
と
と
も
に
、

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営

体
力
強
化
に
更
に
取
り
組
ま
れ
る
よ

う
要
望
す
る
。

■
竹
田
市
体
育
協
会

幅
広
い
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
の
健
全

な
普
及
活
動
を
図
り
、
市
民
の
体
力
向

上
と
健
康
の
増
進
及
び
青
少
年
の
健

全
育
成
に
一
層
取
り
組
ま
れ
る
よ
う

要
望
す
る
。

前
号
ま
で
、
市
民
主
体
型
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
に
よ
る
地

域
へ
の
経
済
効
果
に
つ
い
て
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
、

地
域
新
電
力
事
業
に
よ
る
地
域
経

済
効
果
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

竹
田
市
の
取
り
組
み
も
そ
う
で

す
が
、
地
域
新
電
力
を
設
立
す
る

自
治
体
の
多
く
は
、
地
域
で
お
金

を
回
す
こ
と
を
目
的
の
一
つ
に
掲

げ
て
い
ま
す
。
地
域
新
電
力
が
地

域
に
ど
れ
だ
け
お
金
を
循
環
さ
せ

る
か
に
つ
い
て
、
京
都
大
学
な
ど

い
く
つ
か
の
大
学
が
分
析
を
行
っ

て
い
る
の
で
す
が
、「
地
域
の
利
益
」

＝
「
地
域
内
企
業
の
利
益
＋
地
域

内
居
住
従
業
員
の
可
処
分
所
＋
地

方
税
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

こ
の
研
究
で
は
、
売
上
規
模
の

異
な
る
地
域
新
電
力
２
社（
そ
れ

ぞ
れ
地
域
資
本
１
０
０
％
）
で
以

下
の
２
通
り
の
試
算
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
一
つ
は
現
状
の
「
地
域
の

利
益
」、
も
う
一
つ
は
、
仮
に
地
域

資
本
が
10
％
で
、
か
つ
全
従
業
員

が
地
域
外
に
在
住
す
る
場
合
の

「
地
域
の
利
益
」
で
す
。
そ
の
結
果
、

２
社
と
も
に
現
状
の
方
が
約
10
倍

近
い
地
域
の
利
益
が
算
出
さ
れ
ま

し
た
。
後
者
は
、
地
域
外
の
企
業

な
ど
に
運
営
を
委
託
す
る
よ
う
な

場
合
に
あ
た
り
ま
す
が
、
地
域
新

電
力
事
業
に
お
い
て
も
、
前
号
で

述
べ
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事

業
と
同
じ
く
、
事
業
主
体
が
ど
の

よ
う
な
形
態
を
と
る
か
に
よ
っ
て
、

地
域
の
利
益
に
大
き
な
差
が
生
じ

て
し
ま
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

以
上
を
わ
か
り
や
す
く
書
く
と
、

地
域
内
組
織（
行
政
や
地
域
企
業
）

に
よ
る
出
資
、
地
域
在
住
従
業
員

の
雇
用
、
そ
し
て
全
て
の
業
務
を

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
せ
ず
に
内
製

化
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

竹
田
市
新
電
力
事
業
に
お
い
て

も
、
当
然
な
が
ら
、こ
の
こ
と
を
基

本
方
針
に
し
て
い
き
ま
す
。
新
電
力

事
業
は
ま
だ
歴
史
も
浅
く
、
業
務

に
使
う
シ
ス
テ
ム
や
概
念
な
ど
が

日
々
変
化
す
る
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
た
め
、
一
時
的
に
は
外
部
の

力
を
借
り
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
基

本
的
に
は
全
て
を
自
社
内
で
行
う

こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、
地
域
雇
用
に

貢
献
し
、
事
業
か
ら
生
ま
れ
る
「
地

域
の
利
益
」
を
最
大
化
で
き
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

（
次
号
に
続
く
。
）

文
／
㈱
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｗ　

下
村
崇
顕

問
ま
ち
づ
く
り
た
け
た
㈱

☎
64-

０
１
７
５

地
産
地
消
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

　
　
　
　 

未
来
の
ま
ち
づ
く
り

地域新電力による地域経済効果
 Vol.9  

竹田の婚活を＂のぞき見＂コラム④

婚活モテする男性の特徴とは？
お金よりも「やわらかさ」

定住促進住宅の入居者を募集します

「俺、モテないし」と思っている男

性が、婚活で大モテすることがあり

ます。恋愛の場と、婚活の場では違っ

た価値観が流れています。

お金や学歴があれば人気が出ると

思われがちですが、そうでもありま

せん。ある程度安定した経済力があ

る人がいいという希望があるのはも

ちろんですが、いくら経済力があっ

ても人気がない男性はいます。

では、婚活モテする男性の特徴はな

んでしょう？一言でいうと「やわらかさ」

です。言葉づかいがやわらかい、雰囲

気がやわらかい、対話の仕方がやわら

かい、ファッションセンスがやわらかい。

雑誌に載っているようなバリバリ

のおしゃれよりも、無難でシンプル

募集住宅　アルバ代官町（竹田市下

町）２戸（１ＬＤＫ）／アルバ桜町（荻

町桜町東）５戸（３ＬＤＫが３戸、１Ｌ

ＤＫが２戸）

家賃　３ＬＤＫが６万円、１ＬＤＫが

４万円　※その他敷金等あり

対象者　子育て世帯、新婚世帯、高

齢者世帯、若者単身者（40歳以下）、

または３年の借り上げ契約ができる

法人（アルバ代官町のみ）

なコーディネート。流れるようなトー

クよりも、ゆっくり話を聞いてくれる。

学生時代でいうとそれほど目立たな

いタイプの男性が、びっくりするほ

ど人気になったりするのです。

想像してみてください。一緒に暮

らすことを考えやすいのはどちらの

タイプですか？「やわらか男子」の

方がお互いを受け入れて、２人で家

庭をつくっていけそうですよね。

今度初めて婚活をするという男性

がいたら、ぜひ「やわらかさ」がキーワー

ドらしいよ、と伝えてみてくださいね。

申込資格　一定の所得がある者等

（アルバ代官町については別途「選

考基準」があります）

申込方法　竹田市都市デザイン課

に備え付けの入居申込書に、必要事

項を記入のうえ提出してください。

※各戸とも随時募集しています。

問竹田市都市デザイン課
☎63-4848

竹田えんむすび公式サポーター

合同会社fufu  代表  市原史帆

竹田の婚活を〝のぞき見”コラム／たけたん新電力 ほか
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平
成
25
年
２
月
に
竹
田
小
学
校

敷
地
内
に
新
園
舎
が
完
成
し
、
移
転

し
て
か
ら
今
年
で
６
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
今
年
度
は
城
原
小
・
豊
岡
小
・

竹
田
小
校
区
よ
り
18
名
の
園
児
が
元

気
に
通
園
し
て
い
ま
す
。
朝
は
小
学

生
と
一
緒
に
徒
歩
登
園
す
る
園
児
が

多
く
、
７
時
40
分
に
は
「
お
は
よ
う

ご
ざ
い
ま
す
！
」
の
元
気
な
挨
拶
が

聞
こ
え
、
幼
稚
園
の
一
日
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

園
舎
は
小
学
校
の
校
庭
内
に
あ
る

た
め
、
日
常
的
に
小
学
生
の
学
び
の

姿
を
見
た
り
、
昼
休
み
に
遊
ん
で
も

ら
っ
た
り
、
お
見
知
り
遠
足
や
運
動

会
な
ど
の
行
事
の
交
流
を
行
う
中
で
、

小
学
生
か
ら
も
よ
い
刺
激
を
受
け
て

成
長
し
て
い
ま
す
。

ぼくたち・私たちの

学び舎

二
学
期
末
の
現
在
は
、
発
表
会
に

向
け
て
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
竹
田
幼
稚
園
の
発
表
会
は
劇
や

リ
ズ
ム
だ
け
で
な
く
、
な
わ
と
び
・
フ

ラ
フ
ー
プ
・
こ
ま
ま
わ
し
の
３
つ
の
得

意
技
も
披
露
し
ま
す
。
二
学
期
の
間
、

毎
日
あ
き
ら
め
ず
に
頑
張
っ
て
練
習

し
て
き
た
成
果
が
で
て
、
今
で
は
と

て
も
上
手
に
な
り
ま
し
た
。

自
然
や
地
域
、
人
と
の
か
か
わ
り

を
通
し
て
豊
か
な
感
性
を
育
て
る
た

め
の
交
流
活
動
も
多
く
あ
り
ま
す
。

夏
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
夕
涼
み
会
を

実
施
し
、
家
族
み
ん
な
で
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
の
中
、
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り

や
花
火
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。
上

鹿
口
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
と
の
芋

苗
植
え
・
芋
ほ
り
交
流
は
年
２
回
実

施
さ
れ
、
17
年
間
も
続
い
て
い
ま
す
。

公
立
幼
稚
園
３
園
の
交
流
会
（
な

か
よ
し
幼
稚
園
）
も
年
２
回
あ
り
ま

す
。
大
勢
で
遊
ぶ
楽
し
さ
を
味
わ
う

だ
け
で
な
く
、
秋
は
交
通
手
段
に
バ

ス
や
列
車
を
利
用
し
、
普
段
で
き
に

く
い
社
会
体
験
が
で
き
る
よ
う
に
計

画
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
年
度
は
グ

ラ
ン
ツ
た
け
た
開
館
記
念
式
典
に
お

い
て
、
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
に
振
付
け
を

し
て
披
露
す
る
貴
重
な
機
会
を
い
た

だ
き
、
よ
い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
小
学
校
や
地
域
と
の
交
流

を
大
切
に
し
、
多
く
の
方
に
見
守
っ
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
教
育
目
標
の
「
心

豊
か
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も
の
育
成
」

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
工
藤
琴
美
）

心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も
の
育
成
を
め
ざ
し
て

今
月
の
学
び
舎　

竹
田
市
立
竹
田
幼
稚
園

荻 台 地 の 開 田

ま
る
ご
と
博
物
館

158

葎
原
井
路
は
、
水
源
を
現
滝
水

川
上
流
の
木
下
村
百
木
谷
に
求
め

寛
文
２（
１
６
６
２
）
年
に
着
工
し
、

18
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
延
宝
７

（
１
６
７
９
）年
に
完
成
し
ま
し
た
。

工
事
の
責
任
者
は
、
岡
藩
家
老
中

川
玄
藩
将
監
長
昌
で
、
井
手
掛
職
は

丸
山
市
郎
右
エ
門
、須
賀
兵
助
で
し
た
。

水
路
は
、
百
木
谷
か
ら
杉
園
を
通

り
、
政
所
、
藤
渡
、
小
畑
、
臼
井
迫
を
経

て
馬
場
村
の
茶
屋
ヶ
原
に
達
す
る
も
の

で
、
延
長
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
も

の
で
し
た
。
途
中
、
百
木
谷
の
硬
岩
箇

所
や
石
垣
の
築
造
な
ど
難
工
事
が
続

き
、特
に「
百
間
石
垣
」と
呼
ば
れ
る
箇

所
は
、延
長
２
１
０
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ

て
高
さ
約
７
メ
ー
ト
ル
の
石
垣
を
築
き
、

そ
の
上
に
水
路
を
付
け
た
も
の
で
、こ

の
工
事
の
中
で
最
大
の
難
所
で
し
た
。

須
賀
兵
助
が
現
場
工
事
の
指
揮
監

督
に
当
た
り
、
人
夫
は
関
係
の
村
々
の

外
、
藩
内
の
村
々
か
ら
夫
役
と
し
て
、

年
間
何
日
か
駆
り
出
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
水
源
地
の
水
量
が
少
な

か
っ
た
う
え
に
、
葎
原
台
地
は
火
山
灰

土
地
帯
で
隙
孔
性
の
高
い
軽
佻
な
土

壌
で
あ
り
、し
か
も
水
路
が
急
傾
斜
地

の
山
林
な
ど
を
通
過
し
て
い
た
た
め

漏
水
が
多
く
、
ま
た
水
路
延
長
も
長

か
っ
た
た
め
、
平
均
的
な
水
路
断
面
で

は
水
が
目
的
地
に
達
す
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
不
可
能
で
し
た
。
そ
の
後
、
藩

で
は
工
事
の
手
直
し
を
兵
助
の
子
、
勘

助
に
命
じ
、
総
面
積
約
25
町
歩
を
開

田
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
数
年
後
、
開
田
に
強
い
不

満
を
持
っ
た
農
民
た
ち
が
、
こ
の
井
路

最
大
の
要
所
で
あ
る
「
百
間
石
垣
」
を

崩
壊
さ
せ
、
事
業
を
失
敗
に
追
い
込

み
ま
す
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
水
路
の

延
長
が
長
い
た
め
漏
水
が
多
く
、
ま

た
水
田
も
保
水
力
の
低
い
火
山
灰
土

壌
で
あ
っ
た
た
め
、
必
要
な
水
量
が
得

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
。
高
冷
地
の
た
め
、

冬
季
の
凍
結
に
よ
る
水
路
壁
の
崩
壊

な
ど
で
、
維
持
に
多
大
の
労
力
を
要
し
、

他
村
か
ら
の
労
力
奉
仕
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
こ
と
。
年
貢
が
高
く
、

費
用
ば
か
り
が
か
さ
み
農
民
に
利
す

る
も
の
は
皆
無
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
こ
の
水
路
は
永

ら
く
復
旧
さ
れ
ず
、
水
田
も
荒
廃
し
、

畑
へ
と
か
え
っ
て
行
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
百
余
年
を
経
て
、
岡
藩
に

横
山
甚
助
と
い
う
用
人
が
現
れ
ま
す
。

横
山
は
荒
廃
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た

葎
原
井
路
に
も
目
を
つ
け
、こ
れ
を
修

復
し
、杉
園
村
内
に
約
５
町
歩
を
開
田

し
ま
す
。
こ
れ
が
杉
園
井
路
で
す
。

そ
の
後
、
杉
園
井
路
は
年
と
と
も

に
水
路
の
損
壊
箇
所
が
多
く
な
り
、

明
治
13
年
か
ら
８
年
か
け
て
大
規
模

な
改
修
工
事
を
行
い
、
水
不
足
を
解

消
し
安
定
し
た
農
業
経
営
が
続
け
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

（
本
田　

隆
憲
）

◎
荻
西
部
土
地
改
良
区
沿
革
よ
り

↑「水」と彫られた横山君の碑

↑フラフープ２本で回せるよ！

↑グランツたけた開館記念式典、公立幼
稚園３園合同練習

↑上鹿口老人クラブの皆さんとの芋ほり
交流

広報たけた平成 31 年 1 月号 20

学び舎／まるごと博物館



「鎌倉の家」
甘糟 りり子　河出書房新社

一
般
の
本

子
ど
も
の
本

郷
土
の
本

うみのごちそうが大好きなくいしん
ぼうのしろくまは、「うみのごちそうの
なかにはいってみたら、どんなかんじか
な？」と想像してみることにしました。
アジのフライ、イクラ丼、イカやき、たこ
やき…。さてどうなるのかな？大人気し
ろくまシリーズ第４弾。ほかの３冊もよ
んでみてね！

風情ある日本家屋で育った著者が鎌
倉の魅力を鮮やかに描き出すエッセイ
です。高い天井には太い梁、客間には囲
炉裏、庭に咲き誇る四季の花々―。家族
の生活や日常を思い出とともに紡ぐ一
冊です。

【一般の本】

・曙光を旅する［朝日新聞出版］ 葉室　麟

・愉楽にて［日本経済新聞出版社］ 林　真理子

・雨上がり月霞む夜［中央公論新社］ 西條　奈加

・好日日記～季節のように生きる［パルコ出版］ 森下　典子

・母の教え～10 年後の『悩む力』［集英社］ 姜　尚中 

・定年後の断捨離～モノを減らして、愉快に生きる

　［大和書房］ やました　ひでこ

・沢村さん家のそろそろごはんですヨ［文藝春秋］ 

 益田　ミリ

・乾物マジックレシピ［山と渓谷社］ 

 サカイ　優佳子／田平　恵美

【子どもの本】

・もいもい～ボードブック［ディスカヴァー・トゥエンティワン］

 市原　淳 作／開　一夫 監修

・へんなおでん［グラフィック社］ はらぺこめがね

・オリンピックのおばけずかん ビヨヨンぼう

　［講談社］ 斉藤　洋 作／宮本　えつよし 絵

・アンネのこと、すべて［ポプラ社］

 アンネ・フランク・ハウス 編／小林　エリカ 訳／石岡　史子 監修

・５分間のサバイバル １年生［朝日新聞出版］

 チーム・ガリレオ 著／韓　賢東 イラスト

・たのしくまなぶPythonプログラミング図鑑［創元社］

 キャロル・ヴォーダマン 著／山崎　正浩 訳

 他250冊ほど入りました。

今
月
の
読
み
聞
か
せ

「
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
」

毎
週
火
曜
日
　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

「
お
は
な
し
ル
ー
ム
」

１
月
10
日
㈭
　
竹
田
幼
稚
園

１
月
17
日
㈭
　
南
部
幼
稚
園

い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
２
時
30
分

開
館
の
ご
案
内

【
竹
田
市
立
図
書
館
】

開
館
時
間

　午
前
10
時
〜
午
後
６
時

休

館

日

　月
曜
日
・
第
４
金
曜
日

【
荻
駅
交
流
館
図
書
室
】

開
館
時
間

　午
前
10
時
〜
午
後
６
時

休

館

日

　土
・
日
・
祝
日
等

【
久
住
図
書
室
・
直
入
図
書
室
】

開
館
時
間

　午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

休

館

日

　土
・
日
・
祝
日
等

※

年
始
は
１
月
３
日
㈭
ま
で
休
館
し
ま
す
。

司書おすすめの一冊

新図書館のコーナー紹介

図書室の
ご案内

「飲食コーナー」

図 書 館 に 行こう図 書 館 に 行こう

新刊のご案内新刊のご案内

１  月
明けましておめでとうございます。

今年は亥年。猪突猛進、目標へ向かって突き進

んで行きましょう！図書館では、さまざまな本を

取り揃え、皆さんのお越しをお待ちしています。

この１年も良い年でありますように！

入口から入って左

側の西館にも、さまざ

まな楽しいコーナー

があります。おすすめ

の場所は飲んだり食

べたりできる飲食コ

ーナーです。こちらに

は癒しの本が並び、犬と猫の本を集めたコーナー、コミッ

クやエッセイマンガがずらりと並んでいます。お茶を飲み

ながら、ちょっと一息ティータイムを過ごしませんか。

「うみのごちそうしろくま」
柴田 ケイコ　PHP研究所

今年、95歳になられる戸次茂世さん
は平成23年から「八雲」短歌会・平成25
年大分県歌人クラブ・豊肥短歌会の会員
となり、これまでしたためた歌を上梓さ
れました。『健やかな身体に産みてくれ
し母感謝の今年94歳』と昨年のお正月
に詠んだ歌が心に残りました。これから
もますますお元気でご活躍ください。

歌集「夢の名残」
戸次 茂世

荻、久住、直入にはそれぞれ図書室があります。本館とネットワークでつながって
おり、本館で借りた本を図書室で返したり、本館の本を図書室で借りたりすること
ができます。３か月に１回、200冊ほどの本を本館から持って行き、各図書室に置い
ています。リクエストやインターネット予約もできます。
なお、開・休館日や開館時間が本館とは異なりますのでご注意ください。皆さん、
ぜひ図書室もご利用ください。

■竹 田 市 立 図 書 館　TEL & FAX  63-1048

■荻駅交流館図書室　TEL & FAX  68-2200

■久住図書室　TEL 76-0717   FAX 76-0724

■直入図書室　TEL 75-2211   FAX 75-2217
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市長コラム

〈第112回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが 『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味です。

←市内で個性的な活動に取り組
んでいる地域おこし協力隊の
皆さん（写真は平成30年４月
に撮影）

岡
城
も
一
番
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
も
一
番

ふ
る
さ
と
納
税
は
一
気
に
２
億
円

過
ぎ
去
り
し
平
成
30
年
は
、
時
代
の
節
目
と
い
う

か
、
潮
目
と
い
う
か
、
世
界
が
大
き
な
う
ね
り
を
感

じ
さ
せ
た
１
年
で
あ
っ
た
と
振
り
返
っ
て
い
る
。

わ
が
竹
田
市
に
お
い
て
も
、
災
害
復
興
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
総
合
文
化
ホ
ー
ル
「
グ
ラ
ン

ツ
た
け
た
」
の
オ
ー
プ
ン
は
、
久
し
ぶ
り
に
竹
田
市

全
体
を
活
気
づ
け
て
く
れ
た
。
隣
接
し
て
建
設
さ

れ
た
『
竹
の
子
ひ
ろ
ば
』
も
、
こ
ん
な
に
多
く
の
子

ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
く
れ
る
の
か
と
驚
い
た
人

も
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

子
ど
も
た
ち
や
若
い
人
た
ち
の
躍
動
す
る
姿
は

春
の
到
来
を
告
げ
る
自
然
界
の
ご
と
く
、
ま
ち
全
体

を
予
想
以
上
に
元
気
づ
け
て
く
れ
る
。

そ
れ
で
も
少
子
・
高
齢
化
、
過
疎
化
は
止
ま
る
と

こ
ろ
を
知
ら
ず
、
昨
年
１
年
間
だ
け
を
見
て
も
人

口
は
５
４
１
人
の
減
少
で
２
１
９
３
９
人
。
世
帯
数

も
１
１
１
戸
減
っ
て
１
０
３
０
１
戸
、
か
ろ
う
じ
て

１
万
戸
を
維
持
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
高
齢
化

が
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、
高
齢
者
世
帯
も
少

な
く
な
い
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
が
続
く
。

何
と
か
勇
気
あ
る
打
開
策
を
と
、
農
業
や
観
光

な
ど
地
場
産
業
の
振
興
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
こ

の
10
年
間
で
、
農
業
に
あ
っ
て
は
年
間
総
生
産
額
が

２
３
９
億
円
と
県
下
で
断
ト
ツ
の
１
位
。
観
光
に
お

い
て
も
岡
城
が
日
本
の
城
ラ
ン
キ
ン
グ
で
５
位
に

大
躍
進（
城
跡
の
部
で
は
第
１
位
）、
温
泉
地
に
あ
っ

て
も
長
湯
温
泉
が
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
九
州
唯

一
の
認
証
を
受
け
る
な
ど
、
地
域
資
源
を
活
用
し

た
産
業
振
興
の
芽
吹
き
が
続
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
若
者
や
作
家
た
ち
の
移
住
定
住
を
促

進
さ
せ
よ
う
と
『
農
村
回
帰
運
動
』
や
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
採
用
を
続
け
て
き
た
。
竹
田
市
の
持
つ

魅
力
に
魅
せ
ら
れ
て
多
く
の
若
者
た
ち
が
竹
田
市

を
目
指
し
て
く
れ
て
い
る
。

特
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
全
国
ト
ッ
プ
の
人

数
を
誇
る
。
今
だ
け
で
も
38
人
が
竹
田
市
を
舞
台

に
活
躍
し
て
お
り
、
彼
ら
が
住
み
着
い
た
地
域
で

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。

年
末
に
第
４
期
生
の
面
談
を
行
っ
た
。
４
期
生

は
12
人
い
る
が
、
み
ん
な
個
性
的
な
地
域
活
動
を
展

開
し
て
い
る
。
う
れ
し
い
の
は
、
そ
の
う
ち
10
人
が

竹
田
市
に
定
住
し
て
く
れ
そ
う
な
こ
と
で
あ
る
。

川
崎
哲
治
さ
ん
は
畜
産
農
家
を
目
指
し
て
、
い
ま

は
畜
産
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る
。
頼
も
し

い
の
は
消
防
団
員
に
も
な
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
小
笠
原
順
子
さ
ん
は
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

水
泳
の
選
手
。
８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
の
懐
か
し
い
映
像

を
使
っ
て
『
竹
８
シ
ネ
マ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
完
成

さ
せ
、
全
市
的
な
注
目
を
集
め
た
の
で
知
っ
て
い
る

人
も
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。
末
岡
美
穂
さ
ん
は
服
飾

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
独
立
。
国
民
文
化
祭
で
ス
テ

ー
ジ
を
飾
っ
た
竹
田
市
少
年
少
女
合
唱
団
の
制
服

は
彼
女
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
陶
芸
家
の
山

田
俊
吾
さ
ん
、
若
手
彫
刻
家
と
し
て
行
動
美
術
協

会
に
所
属
、
大
賞
を
受
賞
し
た
森
貴
也
さ
ん
ら
も
４

期
生
だ
。

来
年
は
総
合
文
化
ホ
ー
ル
「
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
」

に
続
い
て
、
歴
史
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
と
城
下
町
交

流
プ
ラ
ザ
も
完
成
す
る
予
定
で
あ
る
。
街
並
み
が

整
備
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
で
若
い
作
家
た
ち

が
活
躍
し
て
く
れ
る
と
い
う
の
は
何
よ
り
う
れ
し
い
。

ち
な
み
に
５
期
生
は
13
人
、
６
期
生
も
13
人
が
協

力
隊
員
と
し
て
活
動
を
続
け
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
有
能
な
若
者
た
ち
が
移

り
住
む
こ
と
に
よ
っ
て
目
に
見
え
た
成
果
を
生
み

出
し
た
事
業
が
あ
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
で
あ
る
。
竹

田
市
に
寄
せ
ら
れ
た
ふ
る
さ
と
納
税
は
一
昨
年
が

３
５
０
０
万
円
。
昨
年
が
４
５
０
０
万
円
と
伸
び
て

き
た
。
そ
し
て
今
年
は
一
挙
に
２
億
円
に
達
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
ど
う
し
た
ら
全
国
か
ら
竹
田
市
に
目

が
向
け
ら
れ
る
か
。
竹
田
市
の
返
礼
品
が
人
気
を

呼
ぶ
か
。
ア
イ
デ
ア
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
駆
使
で

き
る
若
者
が
参
加
す
る
こ
と
で
大
幅
に
躍
進
し
た
。

全
国
１
番
の
城
跡
・
岡
城
を
持
ち
、
雄
大
な
久
住

高
原
や
日
本
一
の
炭
酸
泉
・
長
湯
温
泉
が
湧
出
し
、

さ
ら
に
ト
マ
ト
や
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、
日
本
一
の
黒

毛
和
牛
を
誇
る
竹
田
市
で
あ
る
。
あ
と
は
、
夢
と
希

望
を
生
み
出
す
市
民
力
が
あ
れ
ば
鬼
に
金
棒
だ
。

平
成
31
年
の
干
支
は
「
亥
」。
勇
敢
に
走
り
抜
き

た
い
も
の
で
あ
る
。

広報たけた平成 31 年 1 月号 22竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/



↑市立図書館に展示された作品を鑑賞する来館者　↑佐藤義美ゆかりの童謡を歌うよしみ合唱団の子どもたち

『
佐
藤
義
美
賞
』受
賞
作
品

夏
の
夕
暮
れ

　
　
緑
ヶ
丘
中
学
校
２
年

　
　
　
　
　
　
　 

中
尾
　
彩
乃

少
し
肌
寒
い

寒
色　

目
を
染
め
る

残
る　

ぼ
ん
や
り
と
し
た
光

名
残
惜
し
い　

夜
の
侵
食
に
抗
う

ヒ
グ
ラ
シ
が
鳴
く

一
日
の
終
わ
り　

夜
の
始
ま
り

目
の
端　

霞
む
月

追
い
か
け
る
鴉

誰
も
い
な
い
錯
覚

こ
ぼ
れ
た　

燃
え
る
様
な
太
陽

た
と
え
ば
、
夜
に
咲
く
ユ
ウ
ガ
オ

の
よ
う

た
と
え
ば
、
山
奥
に
流
れ
る
一
筋

の
滝
の
よ
う

強
く
、
し
っ
か
り
。

そ
し
て
、
ひ
っ
そ
り
と
。

世
界
の
色
を
変
え
て
い
く

ぼ
か
し
た
よ
う
に　

は
っ
き
り
と

め
ぐ
っ
て
い
く　

ゆ
っ
く
り
と

手
を
の
ば
し
た
ら
届
き
そ
う

い
つ
だ
っ
て
そ
こ
に
あ
る
の
に

今
し
か
な
い
。
自
分
の
た
め
に

さ
む
い

寒
色　

目
を
染
め
た

第
30
回
「
佐
藤
義
美
賞
」
竹
田
童

謡
作
詩
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が
12
月

16
日
、
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル〈
グ

ラ
ン
ツ
た
け
た
〉で
行
わ
れ
、
応
募
総

数
３
８
７
点
の
中
か
ら
、
緑
ヶ
丘
中

学
校
２
年
の
中な
か

尾お

彩あ

や

の乃
さ
ん
の
作
品

「
夏
の
夕
暮
れ
」
が
、
最
優
秀
賞
に
あ

た
る
「
佐
藤
義
美
賞
」
に
輝
き
ま
し
た
。

「
夏
の
日
の
夕
方
、
学
校
か
ら
見

渡
す
美
し
い
景
色
が
１
年
で
最
も
好

き
な
瞬
間
。
そ
れ
を
詩
に
表
そ
う
と

思
っ
た
」
と
話
す
中
尾
さ
ん
。

童
謡
詩
人
金
子
み
す
ゞ
の
詩
の
表

現
に
感
動
し
、
詩
が
好
き
に
な
っ
た

中
尾
さ
ん
は
、「
目
を
閉
じ
て
聞
い
た

と
き
、
詩
の
世
界
に
ス
ッ
と
入
っ
て

い
け
て
、
詩
の
中
の
風
景
が
目
の
前

に
広
が
る
よ
う
な
作
品
が
で
き
た
」

と
、
初
の
応
募
で
の
最
高
賞
受
賞
に

笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

審
査
委
員
長
の
矢
崎
節
夫
さ
ん
は

「
詩
が
好
き
な
中
尾
さ
ん
の
思
い
が

伝
わ
っ
て
く
る
す
ば
ら
し
い
作
品
」

と
講
評
を
述
べ
ま
し
た
。

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
小
学
生
低
学
年
の
部
】

優
秀
賞　

菅か
ん

颯は
や

仁と

（
南
部
小
３
年
）▼

優
良
賞　

菅か
ん

維い

ぶ

き吹（
宮
城
台
小
３
年
）

▼
佳
作　

内う

ち

だ田
虎こ

次じ

ろ

う郎
（
竹
田
小
３

年
）

【
小
学
生
高
学
年
の
部
】

優
秀
賞　

渡わ
た
な
べ部

聡そ
う

太た

（
宮
城
台
小
６

年
）▼
優
良
賞　

志し

み

ず水
花か

帆ほ

（
宮
城
台

小
５
年
）▼
佳
作　

三み

う

ら浦
琉り

ゅ
う
と人（

宮
城

台
小
５
年
）

【
中
学
生
の
部
】

優
秀
賞　

菅か
ん

祐ゆ

う

と斗（
竹
田
南
部
中
３

年
）、
後ご

と

う藤
千ち

あ

き明（
緑
ヶ
丘
中
３
年
）▼

優
良
賞　

阿あ

な

ん南
咲さ

千ち

こ子（
緑
ヶ
丘
中

２
年
）、
阿あ

な

ん南
奎け

い

吾ご

（
竹
田
南
部
中
３

年
）▼
佳
作　

松ま

つ

お尾
紘ひ

ろ

と斗（
直
入
中
３

年
）、
後ご

と

う藤
航こ

う

太た

（
緒
方
中
２
年
）

【
一
般
の
部
】

優
秀
賞　

井い

美み

え

こ

恵
子（
久
住
町
）

第
30
回「
佐
藤
義
美
賞
」竹
田
童
謡
作
詩
コ
ン
ク
ー
ル

中
尾
彩
乃
さ
ん
が「
義
美
賞
」に
輝
く

「
赤
い
鳥
」創
刊
か
ら
１
０
０
年
、佐
藤
義
美
先
生
没
後
50
年

童
話
童
謡
を
次
の
１
０
０
年
へ↑「佐藤義美賞」を受賞した中尾さん

一流の詩人や作曲家が参加し、自由で

芸術的かつ子どもを大切にした日本初の

童話童謡雑誌「赤い鳥」が1918年に誕生

して、今年で100年目を迎えました。

この記念すべき年に大分、山口、福岡の

３県を出身地とする佐藤義美、金子みすゞ、

まどみちお、北原白秋、与田準一の記念館

や美術博物館をつなぐ「童謡100年トライ

アングル展」が12月16日まで、竹田市立

図書館で開催されました。

会場に展示された童謡、童話作家の貴

重な資料の数々に、来場者は興味深そう

に見入っていました。

「犬のおまわりさん」や「アイスクリームのうた」

を作詞した竹田市出身の佐藤義美先生。今年は先

生の没後50年にあたり、また先生の功績を偲んで

始まった「さとうよしみ竹田童謡祭」は今回で30回

目を迎えました。

12月16日、竹田市総合文化ホール〈グランツたけ

た〉で開催された童謡祭には、多くの親子連れが来

場。童謡コンサートでは、ソプラノ歌手の福嶋由記

さんが童謡曲を、よしみ合唱団と荻・直入の放課後

児童クラブの子どもたちが義美先生の作詞した歌

を元気よく披露しました。子ども縁日も設けられ、

会場には子どもたちのにぎやかな声が響いていま

した。

童謡100年トライアングル展第30回さとうよしみ竹田童謡祭
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ツルギキョウ（キキョウ科）

阿孫　久見

第 166 回   郷土の植物
（357）

丘
き
ゅ
う
り
ょ
う
ち

陵
地
の
林り

ん
な
い内

や
林
の
ふ
ち

に
生
育
す
る
草そ

う
ほ
ん
せ
い

本
性
つ
る
植
物
で

多た

ね

ん年
草そ

う

で
す
。
茎く

き

は
他
の
植
物
に

か
ら
ん
で
細
く
て
長
く
伸の

び
ま
す
。

対た
い
せ
い生

ま
た
は
互ご

せ

い生
の
葉
は
ゆ
る

や
か
な
鋸き

ょ

歯し

が
あ
り
、
長ち

ょ
う
ら
ん
け
い

卵
形
で

長
さ
６
㌢
、
幅
が
４
㌢
ほ
ど
で
す
。

葉
の
基き

ぶ部
は
ハ
ー
ト
形
で
裏り

め

ん面
は

粉ふ
ん

白は
く
し
ょ
く

色
で
す
。

秋
の
頃
、
葉
の
わ
き
に
１
個
だ

け
広
く
浅あ

さ

い
釣

つ
り

鐘
が
ね
じ
ょ
う

状
の
径
２
㌢
ほ

ど
の
白
い
５
弁べ

ん

花か

を
下
向
き
に
咲

か
せ
ま
す
。
花か

べ

ん弁
の
内う

ち
が
わ側

の
下
部

は
淡た

ん

紫し
し
ょ
く色
で
花
弁
は
全ぜ

ん
か
い開
し
て
反そ

り
返
り
ま
す
。
花
の
あ
と
に
は
径

１
㌢
ほ
ど
の
ま
る
く
て
赤
い
液え

き

か果

を
つ
け
ま
す
。

和
名
の
由
来
は
茎
が
つ
る
に
な

り
長
く
伸
び
る
キ
キ
ョ
ウ
な
の
で

蔓ツ
ル

桔ギ
キ
ョ
ウ梗

の
名
が
あ
り
ま
す
。

竹
田
で
は
、
ま
だ
観
察
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
岡
城
跡
の
東

ひ
が
し
が
わ

側

に
当
た
る
至し

き

ん近
距き

ょ

り離
の
朝
地
町

上か
み
お
づ
か

尾
塚
で
非
常
に
稀ま

れ

で
す
が
確か

く
に
ん認

さ
れ
て
い
ま
す
。
岡
城
跡
南
面
の

樹じ
ゅ
も
く木

の
伐ば

っ
さ
い採

に
よ
り
、
開ひ

ら

け
れ
ば

将
し
ょ
う
ら
い来

出し
ゅ
つ
げ
ん

現
す
る
こ
と
も
期き

た

い待
で
き

ま
す
。
大
分
県
の
絶ぜ

つ
め
つ滅

危き

ぐ惧
種し

ゅ

。

花
期
は
９
月
か
ら
10
月
で
す
。

竹
田
の

ス
ゴ
イ
人

お金をかけずに
　　　　よい音を！

↑〝土管スピーカー”を完成させた川上信行さん

山 あ い に 輝 く　
　　　　 LOVE♡

街灯が１つしかない

久住町の丸山自治会の

田んぼに、巨大なイル

ミネーションが登場。

クリスマスムードを盛り上げようと、住民15人が

長さ100メートルのＬＥＤ電球を “ 矢がハートを

射抜く”形に設置したものです。

山あいの集落に輝く♡。凍えるように寒い夜、

心が温まるイルミネーションをぜひご覧になっ

てみてはいかがでしょうか。

こ
の

広
報

紙
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

広
報
た
け
た
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双
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社

 竹
田

支
店

竹
田
市
会
々
の
川
上
信
行
さ
ん

（
78
歳
）
が
、
土
管
を
使
っ
た
ユ
ニ
ー

ク
な
ス
ピ
ー
カ
ー
を
製
作
し
ま
し
た
。

「
ト
ン
ネ
ル
の
反
響
音
を
ス
ピ
ー

カ
ー
で
表
現
し
よ
う
」
と
発
案
。
材

料
に
は
茶
こ
し
や
雨
ど
い
な
ど
身
近

に
あ
る
も
の
を
活
用
し
、
約
１
か
月

で
、
直
径
50
セ
ン
チ
、
奥
行
き
70
セ
ン

チ
、
重
さ
が
70
キ
ロ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

ス
ピ
ー
カ
ー
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
「
お
金
を
か
け
ず
に

臨
場
感
の
あ
る
よ
い
音
を
」
と
、
集
め

た
部
品
で
ア
ン
プ
と
ス
ピ
ー
カ
ー
を

50
台
製
作
、
他
に
も
植
木
鉢
や
タ
イ

ヤ
で
ス
ピ
ー
カ
ー
を
作
っ
て
き
た
川

上
さ
ん
。
レ
コ
ー
ド
の
音
を
楽
し
む

６
畳
ほ
ど
の
小
屋
や
五
右
衛
門
風
呂

も
自
作
。「
や
る
こ
と
が
多
す
ぎ
て

24
時
間
じ
ゃ
足
ら
ん
」
と
、
充
実
し

た
表
情
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。



平成31年１月　岡の里ふるさとＵターン情報
事業所名 事業所の内容 求人職種 求人数 賃金 備考（資格等）

株式会社 ほたる 和菓子製造販売 菓子・おこわ製品製造 ３ 12.2万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

豊友産業 株式会社 生コンの製造販売
生コン試験業務 ２ 19～20.8万円 普通自動車免許（ＡＴ限定不可）

生コン輸送係 ２ 18.5～21万円 大型自動車免許１種

医療法人 健伸会
ケアホーム「五つの実」

介護福祉事業
（短期入所生活介護の施設）

介護職 2 13.6～17.7万円 介護福祉士またはヘルパー２級・普通自動車免許（ＡＴ限定可）

正・准看護師 2 13.9～20.3万円 看護師（正・准）・普通自動車免許（ＡＴ限定可）

社会医療法人社団
大久保病院

医療・介護老人保健施設
グループホーム他介護保険サービス
関連事業

看護師 2 22.3～33.7万円 正看護師

介護士 1 13.7～14万円

介護福祉士 2 15.3～24.9万円 介護福祉士

社会福祉法人
偕倖社（悠々居）

特別養護老人ホーム・デイサービス事業・
ショートステイ事業・グループホーム事業

正・准看護師 2 15.2～20.4万円 正・准看護師

介護職 3 14.6～19.1万円

名水美人ファクトリー株式会社
（旧 九州ジージーシー株式会社）

水耕栽培による野菜等の生産・加工
並びに販売

製造スタッフ（日勤） １ 14.1万円

製造スタッフ（夜勤） ３ 19.3万円

医療法人 雄仁会
（加藤病院・岡の苑・和の郷・
木もれ陽）

医療及び介護保険業

介護職 ２ 12.8万円

准看護師 １ 17～22.5万円 准看護師

正看護師 １ 21.6～27万円 正看護師

有限会社 工藤商店 総合工事業及び新建材等の販売

配管技士（久住） 1 15～25万円 管工事施工管理技士または配管技能士（１級）・浄化槽設備士

配管工見習（久住） 1 13.3～20万円 普通自動車免許（ＭＴ）

建築士（久住） 1 20～35万円 １級または２級建築士・普通自動車免許（ＭＴ）

社会福祉法人 孝寿福祉会
（美晴が丘・荻の苑）

美晴が丘：特養（従来型・ユニット型）、
短期入所、配食サービス、サ高住「美空の家」
荻の苑：特養（ユニット型・従来型）、短期入所

厨房職員（荻の苑） ２

14.3～22万円

普通自動車免許（ＡＴ限定可）

ケアワーカー（美晴が丘） ２ 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

ケアワーカー（荻の苑） １ 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

有限会社
久住ワイナリー

加工用ぶどうの栽培とワインの
製造販売・レストラン

加工用葡萄の栽培（醸造補佐） １ 25～32万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

レストランシェフ（料理長候補） １ 30～35万円 経験者・普通自動車免許（ＡＴ限定可）

レストラン調理人（未経験可） １ 22.5～30万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

一般社団法人 竹田市医師会
（竹田医師会病院）

病院

看護師 1 21～23.6万円 看護師

准看護師 1 17～19.6万円 准看護師

医療ソーシャルワーカー（社会福祉士） 1 17.5～20.1万円 社会福祉士

加藤石油 株式会社
石油製品・液化石油ガス販売・自動車整備・
車検・自動車販売・各種保険の取扱

自動車整備士 ２ 16～23万円 自動車整備士２級・普通自動車免許（ＭＴ）

ガソリンスタンド販売員（竹田市内） ３ 13.3～20万円 普通自動車免許（ＡＴ限定不可）

広域建設 有限会社 舗装工事・土木一式工事

ＣＡＤオペレーター １ 13.8～14.9万円

施工管理・施工管理補助 １ 15～35万円 普通自動車免許（ＭＴ）

土木・舗装作業員 ２ 13.8～23万円 普通自動車免許（ＭＴ）以上

株式会社 高山組
土木・舗装・建築・法面・
構造物補修工事の総合建設業

土木工事作業員 １ 16～30万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

建築工事施工管理技術者 １ 17～40万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

土木工事施工管理技術者 １ 17～45万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

株式会社 豊西測量設計
測量・土木設計・補償コンサルタント・
建設コンサルタント

測量技術者 １ 18～35万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

土木設計技術者 １ 17～35万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

営業 １ 17～25万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

株式会社 翡翠倶楽部
（宿房 翡翠之庄）

旅館業を中心として、他に食事処３店舗（宿房「翡翠之庄」、
料庵「川瀬美」、ラーメン隼）・木工工房・食品加工場等経営

調理師 １ 17～22万円 調理経験者

接客係 ３ 15～20万円

株式会社 松井組
綜合建設業（建築、土木、舗装）
携帯販売・書店業務

土木施工管理技士 １
23～33万円

工務経験者・１級または２級土木施工管理技士

建築技術者 ３ 建築工事経験者・１級または２級建築施工管理技士

株式会社
くじゅう高原ガンジー牧場

土産品販売・レストラン経営・宿泊施設

レストラン接客 １ 18～25万円

料理人（洋食） １ 20～30万円 調理の経験・調理師免許

フロント・接客 １ 18～25万円

社会福祉法人
愛の園福祉会
なおいりこども園

幼保連携型認定こども園
放課後児童健全育成事業

子育て支援員 １ 15.4万円

保育士 ２
18～20.5万円

保育士

保育教諭 １ 保育士・幼稚園教諭・保育子育て支援員・小学校教諭・養護教諭のいずれか

有限会社 工藤緑化 土木工事業・造園工事業・林業工事業 一般作業員 ３ 20～30万円 普通自動車免許（ＡＴ限定不可）

株式会社 丸福

食肉の加工と販売及び直営飲食店の
経営（５店舗）（「本店」・「道の駅すごう
店」・「天神店」・「竹田店」・「竹田温泉花
水月店」・「ＪＲ大分駅店」）

ホール・厨房係（竹田丸福） １

14万円

普通自動車免許（ＡＴ限定可）

ホール・厨房係（道の駅すごう店） １ 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

ホールスタッフ（天神丸福） １ 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

くじゅう高原ゴルフ＆
ホテルリゾート株式会社

ゴルフ場、宿泊施設、オートキャンプ場

コース管理 ２
15～17.7万円

普通自動車免許（ＡＴ限定不可）

スタート室 ２ 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

清掃係 １ 13.6万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

社会福祉法人
竹田市社会福祉協議会

福祉関係団体の支援、地域福祉事業、
市との共催事業、県・市からの委託事
業、介護保険事業

保健師 ２ 19万円 保健師

相談員 １
18万円

社会福祉士または精神保健福祉士

介護支援専門員 １ 介護支援専門員・普通自動車免許（ＡＴ限定可）

株式会社 ローケン 有料老人ホームの経営、訪問介護事業、通所介護事業、在宅介護支援事業 介護職員（ヘルパーステーション） ３ 14～16万円 ヘルパー２級、初任者研修、介護福祉士、看護師のいずれか

①菓子販売員 １人 13.8万円 ②配管工 ２人 20～25万

円 ③製材工 １人 13.2～26.4万円 ④営業職 １人 14.6～

21万円 ⑤林業作業員 ２人 19.2～24万円 ⑥園芸担当ス

タッフ １人 17.2～25.8万円 ⑦土木技術職 １人 20.5～

26万円 ⑧サービススタッフ（整備） １人 13～20万円 ⑨

郵便外務員 １人 14.6万円 ⑩牧場作業員 １人 18.4万円 

⑪調理師または調理見習 １人 16～20万円 ⑫トラック

運転手 １人 20万円

〔パート求人〕（時給）
⑬店舗スタッフ ２人 850円 ⑭袋詰め作業員 １人 770～850円 
⑮送迎運転手 ２人 770～870円 ⑯歯科衛生士 １人 1000円 ⑰
常駐警備 １人 1058円 ⑱物品配送業務 １人 800円 ⑲指導員 １
人 765円 ⑳客室清掃員 ２人 800～900円 ㉑看護職員（正・准看
護師） １人 1200～1500円 ㉒ホールスタッフ ３人 1000円 ㉓医
療事務 １人 765～850円 ㉔清掃作業員 １人 765～800円

地 元で 働いてみませんか？ ふるさと求 人 情 報 問竹田市ふるさとハローワーク　☎ 63-1101

広報たけた　平成 31 年 1 月号 ①
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12月28日㈮ 12月29日㈯ 12月30日㈰ 12月31日㈪ 1月1日㈫ 1月2日㈬ 1月3日㈭ 1月4日㈮ 1月5日㈯ 1月6日㈰ 1月7日㈪ 1月8日㈫

6
番組終了中

6
竹田市の求人情報 竹田市の求人情報

ウィークリーたけたん 竹田市の求人情報 ウィークリーたけたん

あいうべ体操＆介護予防体操「竹田しゃんしゃん音頭」

7 たけたホッとタイムス
月刊たけたトピックス

「8月分」

月刊たけたトピックス

「1月分」

月刊たけたトピックス

「6月分」

月刊たけたトピックス

「1月分」
7

8
（Ｊ:ＣＯＭ）ニュース総集編 （ＴＣＴ特番）

瀧廉太郎を偲ぶ

音楽祭　第2部

竹田市長・竹田市議会議長 新春あいさつ サイエンス番組
ひるドキッ！おおいた

LIVE ＆ NEWS 月曜（再）
8

友チャリ傑作選 古田織部の茶道流転秘話 キンコンカンコン！傑作選
竹田市の求人情報

友チャリ
ひるドキッ！おおいた

イベント情報あいうべ体操＆介護予防体操「竹田しゃんしゃん音頭」

9

竹田市の求人情報

月刊たけたトピックス

「10月分」

月刊たけたトピックス

「7月分」

月刊たけたトピックス

「4月分」

月刊たけたトピックス

「2月分」

伝えたい、日本のこころ
月刊たけたトピックス

「11月分」

月刊たけたトピックス

「11月分」

あいうべ＆竹田しゃんしゃん音頭

9
ウィークリーたけたん ウィークリーたけたん

サイエンス番組 サイエンス番組 竹田市の求人情報

あいうべ体操＆介護予防体操「竹田しゃんしゃん音頭」 あいうべ体操＆竹田しゃんしゃん音頭 サイエンス番組

10 たけたホッとタイムス
月刊たけたトピックス

「7月分」

（ＴＣＴ特番）
第72回瀧廉太郎記念

全日本高等学校
声楽コンクール

本選

月刊たけたトピックス

「5月分」

月刊たけたトピックス
「11月分」 10

11
Ｊ:ＣＯＭ

チャリティカップ

2018

古田織部の茶道流転秘話

（ＴＣＴ特番）

第67回 竹田市中学校日本語弁論大会

月刊たけたトピックス

「9月分」
月刊たけたトピックス

「6月分」
月刊たけたトピックス

「3月分」
月刊たけたトピックス

「1月分」
（ＴＣＴ特番）

第67回

竹田市中学校

日本語弁論大会

ひるドキッ！おおいた
LIVE ＆ NEWS 月曜（生）

ひるドキッ！おおいた
LIVE ＆ NEWS 火曜（生）

11竹田市の求人情報
ぐるめぐり総集編 ひるドキッ！おおいた　イベント情報

あいうべ体操＆竹田しゃんしゃん音頭

12

（ＴＣＴ特番）

竹田市総合文化ホール

グランツたけた

開館記念式典

たけたホッとタイムス たけたホッとタイムス

（ＴＣＴ特番）
竹田市総合文化ホール

グランツたけた
開館記念式典

月刊たけたトピックス
「10月分」

あいうべ＆竹田しゃんしゃん音頭

12
竹田市の求人情報

サイエンス番組
ウィークリーたけたん

ウィークリーたけたん 竹田市の求人情報 サイエンス番組

13 たけたホッとタイムス

（ＴＣＴ特番）

瀧廉太郎を偲ぶ

音楽祭　第1部

たけたホッとタイムス

（ＴＣＴ特番）

瀧廉太郎を偲ぶ

音楽祭　第1部

竹田市長・竹田市議会議長 新春あいさつ
ひるドキッ！おおいた

LIVE ＆ NEWS 月曜（再）
ひるドキッ！おおいた

LIVE ＆ NEWS 火曜（再）
13竹田市の求人情報

月刊たけたトピックス
「11月分」

月刊たけたトピックス
「６月分」

九州イチオシ！ ひるドキッ！おおいた　イベント情報
あいうべ体操＆介護予防体操「竹田しゃんしゃん音頭」

14

ウィークリーたけたん
伝えたい、日本のこころ

（ＴＣＴ特番）

第14回

歳末助け合い

チャリティーショー

午前の部

（Ｊ:ＣＯＭ大分特番）

DEAR FRIENDS

CONCERT2018

（ＴＣＴ特番）

第67回

竹田市中学校

日本語弁論大会

月刊たけたトピックス
「9月分」

サイエンス番組 友チャリ

14
竹田市の求人情報

（ＴＣＴ特番）

第72回瀧廉太郎記念

全日本高等学校

声楽コンクール

本選

ウィークリーたけたん
伝えたい、

日本のこころ傑作選

伝えたい、日本のこころ 九州イチオシ！ ぐるめぐり総集編
竹田市の求人情報

15
Ｊ:ＣＯＭ

チャリティカップ

2018

月刊たけたトピックス
「5月分」

（ＴＣＴ特番）

第67回

竹田市中学校

日本語弁論大会

あいうべ＆竹田しゃんしゃん音頭
キンコンカンコン！

15
あいうべ体操＆竹田しゃんしゃん音頭 竹田市の求人情報 あいうべ体操＆竹田しゃんしゃん音頭 竹田市の求人情報

ウィークリーたけたん
キンコンカンコン！傑作選

月刊たけたトピックス
「10月分」

ぐるめぐり総集編 九州イチオシ！
竹田市の求人情報 竹田市の求人情報

16 たけたホッとタイムス たけたホッとタイムス
月刊たけたトピックス

「4月分」

月刊たけたトピックス

「4月分」

月刊たけたトピックス

「10月分」
16

古田織部の茶道流転秘話 伝えたい、
日本のこころ傑作選

サイエンス番組

17

あいうべ体操＆介護予防体操「竹田しゃんしゃん音頭」 あいうべ体操＆介護予防体操「竹田しゃんしゃん音頭」

17
（ＴＣＴ特番）

第67回

竹田市中学校

日本語弁論大会

ウィークリーたけたん 竹田市の求人情報 ウィークリーたけたん

古田織部の茶道流転秘話 竹田市長・竹田市議会議長 新春あいさつ
サイエンス番組

竹田市の求人情報

18
連続テレビ小説

ごちそうさん
（ＴＣＴ特番）

第14回

歳末助け合い

チャリティーショー

午前の部

（ＴＣＴ特番）

第14回

歳末助け合い

チャリティーショー

午後の部

連続テレビ小説
ごちそうさん

伝えたい、
日本のこころ傑作選

連続テレビ小説
ごちそうさん （ＴＣＴ特番）

第67回
竹田市中学校

日本語弁論大会

連続テレビ小説
ごちそうさん

（ＴＣＴ特番）

第14回

歳末助け合い

チャリティーショー

午後の部

ひるドキッ！おおいた
LIVE ＆ NEWS 月曜（再）

連続テレビ小説
ごちそうさん 18

ひるドキッ！おおいた
イベント情報竹田市の求人情報 竹田市の求人情報 竹田市の求人情報 竹田市の求人情報

19 たけたホッとタイムス たけたホッとタイムス
月刊たけたトピックス

「3月分」

月刊たけたトピックス

「3月分」

月刊たけたトピックス

「9月分」
19

竹田市の求人情報

20

竹田市の求人情報

（ＴＣＴ特番）

第67回

竹田市中学校

日本語弁論大会

竹田市長・竹田市議会議長 新春あいさつ
ひるドキッ！おおいた

LIVE ＆ NEWS 月曜（再）
ひるドキッ！おおいた

LIVE ＆ NEWS 火曜（再）
20

ウィークリーたけたん

キンコンカンコン！傑作選 キンコンカンコン！傑作選
竹田市の求人情報

友チャリ傑作選

古田織部の茶道流転秘話 キンコンカンコン！傑作選 サイエンス番組

（ＴＣＴ特番）

第14回

歳末助け合い

チャリティーショー

午前の部

サイエンス番組 ひるドキッ！おおいた イベント情報
ウィークリーたけたん

21
連続テレビ小説

ごちそうさん
連続テレビ小説 ごちそうさん

連続テレビ小説
ごちそうさん

（ＴＣＴ特番）
第14回

歳末助け合い
チャリティーショー

午後の部

連続テレビ小説
ごちそうさん

連続テレビ小説 ごちそうさん （ＴＣＴ特番）

第67回

竹田市中学校

日本語弁論大会

21
竹田市の求人情報 竹田市の求人情報 竹田市の求人情報 竹田市の求人情報

22 たけたホッとタイムス
月刊たけたトピックス

「9月分」

月刊たけたトピックス

「8月分」

月刊たけたトピックス

「2月分」
22

ウィークリーたけたん

23
友チャリ傑作選 （ＴＣＴ特番）

竹田市総合文化ホール

グランツたけた

開館記念式典

月刊たけたトピックス

「8月分」

月刊たけたトピックス

「5月分」

（Ｊ: ＣＯＭ）
ニュース総集編 月刊たけたトピックス

「2月分」

月刊たけたトピックス

「7月分」

ひるドキッ！おおいた イベント情報

23ウィークリーたけたん
サイエンス番組

竹田市の求人情報

竹田市の求人情報 ウィークリーたけたん

24

6
ショップチャンネル

24

5

たけた市民チャンネル　年末年始番組表 （平成30年12月28日〜平成31年１月８日）

※都合により番組内容が一部変更になる場合がありますので、ご了承ください。 ※　　　　は、ＴＣＴ特別番組などです。
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